
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
地
域
を
は
じ
め
８０
カ
国
の
韓
人
会
長
ら
４
０
０
人
余
り
が
参
加
し
た
２
０
１
４
世
界
韓
人
会
長
大
会
は
９
日
、

ソ
ウ
ル
市
内
ホ
テ
ル
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
４
日
間
の
公
式
日
程
を
終
え
、
「
母
国
と
在
外
同
胞
社
会
の

共
生
発
展
を
通
し
た
希
望
の
新
し
い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く
」
こ
と
を
誓
い
、
「
韓
半
島
平
和
統
一
基
盤
構
築
の
た
め

の
政
府
の
努
力
支
持
」
な
ど
６
項
目
か
ら
な
る
決
議
文
を
採
択
し
て
閉
会
し
た
。

ソウルで開かれた２０１４年世界韓人会長大会には日本をはじめ
８０カ国から４００余人が参加した

▽５面に記事

写真は神奈川

決
議
文
は
「
母
国
の
経
済

再
跳
躍
の
た
め
の
創
造
経
済

活
性
化
に
能
動
的
参
加
」「
母

国
投
資
活
性
化
お
よ
び
在
外

同
胞
と
母
国
の
共
生
発
展
の

た
め
の
税
制
、
在
外
国
民
選

挙
、
兵
役
、
医
療
、
複
数
国

籍
拡
大
な
ど
各
種
制
度
の
改

善
と
法
律
整
備
要
請
」
「
次

世
代
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
涵
養
の
た
め
に
必
要
な

教
育
に
尽
力
す
る
と
と
も
に

そ
の
た
め
の
政
府
支
援
拡
大

要
請
」
「
在
外
同
胞
財
団
の

済
州
移
転
に
反
対
し
、
母
国

を
訪
問
す
る
在
外
同
胞
の
便

宜
の
た
め
に
移
転
計
画
の
撤

回
を
再
度
促
す
」
「
成
熟
し

た
韓
人
社
会
の
実
現
の
た
め

に
居
住
国
内
在
外
同
胞
の
権

益
伸
張
、
意
思
疎
通
と
和
合

の
た
め
に
努
力
す
る
」
な
ど

か
ら
な
っ
て
い
る
。

今
大
会
に
は
日
本
地
域
か

ら
呉
公
太
民
団
中
央
本
部
団

長
、
朴
善
岳
婦
人
会
中
央
本

部
会
長
、
李
奉
男
学
徒
義
勇

軍
同
志
会
会
長
、
徐
史
晃
青

年
会
中
央
本
部
会
長
、
洪
政

國
科
学
技
術
者
協
会
会
長
、

東
京
、
関
西
な
ど
４
カ
所
の

韓
人
会
会
長
を
含
め
３５
人
が

参
加
し
た
。

大
会
の
主
催
者
で
あ
る
在

外
同
胞
財
団
の
�
圭
�
理
事

長
は
７
日
の
開
会
式
で
「
世

界
韓
人
会
長
大
会
は
全
世
界

の
韓
人
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

韓
人
会
長
が
集
ま
り
、
韓
人

社
会
発
展
と
母
国
と
の
紐
帯

増
進
を
通
し
た
韓
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
韓
民
族

共
同
体
発
展
方
案
を
議
論
す

る
、
名
実
と
も
に
在
外
同
胞

の
交
流
と
意
思
疎
通
の
場

だ
」
と
強
調
、
「
母
国
と
在

外
同
胞
が
と
も
に
誇
ら
し
い

韓
人
へ
よ
り
一
層
発
展
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
力
を

集
め
る
契
機
に
な
る
よ
う
願

う
」
と
要
望
し
た
。

「
韓
人
会
を
中
心
と
し
た

同
胞
団
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
」
を
共
通
主
題
と
し

た
７
日
の
地
域
分
科
主
題
討

論
で
は
参
加
者
ら
が
日
本
、

欧
州
、
ア
ジ
ア
中
東
、
北
米
、

中
南
米
、
ロ
シ
ア
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
、

中
国
、
ア
ジ
ア
、
大
洋
州
の

９
地
域
に
分
か
れ
て
意
見
を

交
換
。

日
本
地
域
は
日
本
の
嫌
韓

現
象
に
対
す
る
旧
・
新
定
住

者
協
力
対
処
方
案
に
つ
い
て

討
論
し
た
。

各
地
域
別
討
論
結
果
は
９

日
の
全
体
会
議
で
発
表
さ

れ
、
参
加
者
ら
は
地
域
別
懸

案
な
ど
に
対
す
る
認
識
を
共

有
し
た
。

朴槿恵大統領の主宰で１３日に青瓦台で開
かれた第２回統一準備委員会全体会議

朴
槿
恵
大
統
領
は
１３
日
、

青
瓦
台
で
統
一
準
備
委
員
会

第
２
回
全
体
会
議
を
開
き
、

最
近
の
不
安
定
な
南
北
関
係

に
つ
い
て
、
「
戦
争
中
に
も

対
話
は
必
要
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
韓
半
島
の
緊

張
緩
和
と
平
和
定
着
の
た
め

に
は
対
話
は
継
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
「
高
官
級
協

議
を
南
北
関
係
改
善
の
機
会

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
、
「
今
、
熱
い
話
題

と
な
っ
て
い
る
５
・
２４
措
置

（
対
北
韓
制
裁
措
置
）
問
題

な
ど
も
南
北
当
局
が
会
っ
て

責
任
あ
る
姿
勢
で
真
剣
に
話

し
合
い
、
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調

し
た
。
朴
大
統
領
が
５
・
２４

措
置
の
解
除
問
題
に
つ
い
て

言
及
す
る
の
は
昨
年
２
月
の

就
任
後
初
め
て
。

北
韓
の
最
近
の
挑
発
に
つ

い
て
朴
大
統
領
は
、
「
北
韓

高
官
ら
の
仁
川
訪
問
や
南
北

間
対
話
再
開
の
合
意
で
、
わ

が
国
民
は
南
北
関
係
改
善
に

期
待
を
寄
せ
た
。
だ
が
、
西

海
北
方
境
界
線
（
Ｎ
Ｌ
Ｌ
）

と
（
民
間
団
体
の
対
北
韓
ビ

ラ
風
船
に
対
す
る
）
休
戦
線

付
近
で
の
銃
撃
事
件
で
再
び

不
安
が
増
幅
し
た
。
こ
れ
ま

で
南
北
関
係
は
い
つ
も
こ
の

よ
う
に
二
重
的
な
姿
を
見
せ

て
き
た
」
と
指
摘
。
同
時
に

「
政
府
は
今
後
も
挑
発
に
は

断
固
と
し
た
姿
勢
で
対
処
す

る
も
の
の
、
対
話
の
窓
は
常

に
開
け
て
お
き
平
和
定
着
の

た
め
に
努
力
し
て
い
く
」
と

明
ら
か
に
し
た
。

朴
大
統
領
は
、
統
一
準
備

に
つ
い
て
は
、
「
平
和
統
一

の
た
め
の
具
体
的
な
実
践
案

や
、
国
民
が
韓
半
島
の
緊
張

緩
和
を
体
で
感
じ
実
際
に
南

北
が
平
和
の
慣
行
を
築
い
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
行
動
計

画
が
必
要
だ
」
と
強
調
。
統

一
準
備
委
員
会
の
活
動
の
方

向
性
に
関
し
、▽
Ｄ
Ｍ
Ｚ（
非

武
装
地
帯
）
内
で
の
世
界
生

態
平
和
公
園
建
設
の
詳
細
案

策
定
▽
平
和
統
一
憲
章
制
定

の
準
備
▽
北
韓
住
民
の
生
活

の
質
を
改
善
す
る
方
策
推
進

▽
南
北
統
一
実
現
に
向
け
た

周
辺
国
の
説
得
�
�
な
ど
の

課
題
を
提
示
し
た
。

言論には「自由」も「良識」もほしい
波紋の広がる産経新聞前ソウル支局長・加藤

達也氏の韓国での在宅起訴、出国禁止措置問題
を考える。 （３面）

民族差別撤廃闘争主導
「ＲＡＩＫ」４０周年

日立就職差別撤廃闘争を
契機に在日２世による全国
的な運動を主導してきた在
日韓国人問題研究所が記念
シンポを開いた。

（４面）

抗
日
独
立
運
動
家
で
民
団

の
初
代
事
務
総
長
、
第
１１
・

１２
代
団
長
で
も
あ
る
元
心
昌

義
士（
１
９
０
６
～
７１
年
）の

業
績
を
再
評
価
し
、
平
和
統

一
精
神
を
維
持
継
承
す
る
た

め
の
元
心
昌
義
士
記
念
事
業

会
が
１０
日
、
故
郷
の
京
幾
道

平
澤
市
で
有
志
や
親
族
の
主

導
で
創
立
さ
れ
た
�
写
真
。

１０
日
は
、
元
心
昌
義
士
が

中
国
・
上
海
で
の
「
六
三
亭

義
挙
」
（
１
９
３
３
年
。
日

本
の
有
吉
明
・
駐
中
公
使
暗

殺
未
遂
事
件
）
の
計
画
実
行

犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
長
崎
刑

務
所
で
の
１３
年
間
の
獄
中
生

活
を
終
え
て
出
獄
（
４５
年
）

し
た
日
に
当
た
る
。

創
立
大
会
に
は
民
団
中
央

本
部
の
呉
公
太
団
長
の
代
理

と
し
て
丁
海
龍
常
任
顧
問
が

許
孟
道
常
任
顧
問
と
と
も
に

参
席
し
た
。

祖
国
の
独
立
運
動
に
献
身

し
た
元
心
昌
義
士
は
、
解
放

・
南
北
分
断
後
に
は
「
統
一

を
成
し
遂
げ
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
主
張
、
在
日
同
胞

の
民
族
新
聞
で
あ
る
統
一
日

報
創
刊
に
も
関
わ
る
な
ど
、

広
く
平
和
統
一
運
動
を
提
唱

し
た
。

死
後
は
天
安
の
在
日
同
胞

専
用
墓
地
で
あ
る
「
望
郷
の

丘
」
第
１
号
埋
葬
者
に
な
っ

た
後
、
７７
年
に
建
国
勲
章
独

立
章
を
受
け
、
現
在
は
国
立

大
田
顕
忠
院
に
移
葬
さ
れ
て

い
る
。

ソ
ウ
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
で

７
日
に
開
か
れ
た
「
第
８
回

世
界
韓
人
の
日
記
念
式
お
よ

び
２
０
１
４
世
界
韓
人
会
長

大
会
開
会
式
」
に
は
朴
槿
恵

大
統
領
を
は
じ
め
と
し
て
約

８
０
０
人
の
内
外
貴
賓
が
参

加
し
た
。

朴
大
統
領
は
在
外
同
胞
社

会
の
権
益
伸
張
に
寄
与
し
た

在
外
同
胞
有
功
者
勲
褒
章
者

中
代
表
７
人
に
政
府
褒
章
を

直
接
授
与
す
る
と
と
も
に
祝

辞
を
通
じ
て
８０
カ
国
か
ら
集

ま
っ
た
韓
人
会
長
と
在
外
同

胞
４
０
０
人
余
り
を
激
励
し

た
。
日
本
か
ら
は
金
昌
植
・

民
団
中
央
本
部
常
任
顧
問

（
前
中
央
本
部
監
察
委
員
長
）

に
国
民
勲
章
最
高
級
で
あ
る

無
窮
花
章
が
授
与
さ
れ
た
。

祝
辞
で
朴
大
統
領
は
「
来

年
韓
半
島
分
断
７０
年
を
迎
え

る
。
非
正
常
的
な
分
断
状
況

を
克
服
し
て
平
和
統
一
基
盤

を
構
築
す
る
こ
と
は
、
私
た

ち
皆
に
与
え
ら
れ
た
歴
史
的

課
題
だ
」
と
強
調
、
「
同
胞

の
皆
さ
ん
の
惜
し
み
の
な
い

声
援
と
支
持
を
お
願
い
す

る
」
と
要
望
し
た
。

朴槿恵大統領から無窮花章を受ける
金昌植民団中央本部常任顧問

朴
槿
恵
大
統
領
は
ア
ジ
ア

欧
州
会
議
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
首

脳
会
議
出
席
の
た
め
に
イ
タ

リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
を
訪
問
中
の

１６
日
、
同
首
脳
会
議
の
第
２

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
席
し
、「
北

韓
が
一
日
も
早
く
核
を
捨
て

閉
ざ
し
た
門
を
開
き
、
北
韓

住
民
の
人
権
と
生
活
を
潤
わ

せ
、
韓
半
島
に
平
和
を
も
た

ら
す
道
を
進
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

朴
大
統
領
は
「
私
は
日
頃

か
ら
鉄
道
に
乗
っ
て
釜
山
を

出
発
し
て
北
韓
を
通
過
し
て

欧
州
へ
、
ミ
ラ
ノ
に
来
る
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
き
た
」
と
表

明
。
北
韓
が
平
和
の
道
を
歩

め
ば
、
「
韓
半
島
は
ア
ジ
ア

と
欧
州
の
連
携
を
完
成
す
る

堅
固
な
道
に
な
る
」
と
指
摘

し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
一
つ
に

結
び
物
流
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
協

力
を
促
進
す
る
構
想
「
ユ
ー

ラ
シ
ア
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」を

紹
介
し
た
。
究
極
的
に
欧
州

と
ア
ジ
ア
を
一
つ
の
大
陸
、

創
造
の
大
陸
、
平
和
の
大
陸

に
つ
く
り
あ
げ
る
構
想
だ
。

朴
大
統
領
は
同
日
、
李
克

強
中
国
首
相
と
会
談
し
、
韓

中
関
係
と
経
済
協
力
、
韓
半

島
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。

朴
大
統
領
は
３
泊
５
日
間

の
イ
タ
リ
ア
訪
問
を
終
え
、

１８
日
帰
国
し
た
。

支
部
の
活
性
化

な
ど
活
発
討
議

２２２
期
中
央
組
織
学
院

第
２
２
２
期
中
央
組
織
学

院
（
学
生
長
�
韓
一
男
・
大

分
本
部
団
長
）
が
１７
日
か
ら

１９
日
ま
で
、
東
京
・
港
区
南

麻
布
の
韓
国
中
央
会
館
で
開

か
れ
、
各
地
か
ら
参
加
し
た

３７
人
の
受
講
生
が
民
団
の
役

割
と
当
面
課
題
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

講
義
は
河
政
男
事
務
総
長

に
よ
る
「
民
団
の
組
織
と
役

割
」
を
皮
切
り
に
、
「
内
外

情
勢
と
当
面
課
題
」
「
在
日

同
胞
社
会
と
民
団
組
織
の
現

況
」「
支
部
組
織
の
活
性
化
」

「
次
世
代
育
成
事
業
」
「
権

益
擁
護
運
動

地
方
参
政

権
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
な

ど
。最

終
日
に
は
学
院
長
の
呉

公
太
中
央
本
部
団
長
が
特
別

講
義
を
行
っ
た
後
、
一
人
ひ

と
り
に
修
了
証
を
手
渡
し
激

励
し
た
。

受
講
生
は
、
分
任
討
議
で

支
部
活
性
化
、
後
継
者
お
よ

び
次
世
代
育
成
、
財
政
問
題

な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

を
交
換
。
組
織
再
生
へ
役
員

の
資
質
向
上
に
努
め
る
と
同

時
に
、
会
館
の
有
効
活
用
、

財
源
の
確
保
、
戸
別
訪
問
の

積
極
推
進
と
若
い
世
代
の
参

加
誘
導
、
青
年
会
と
の
紐
帯

強
化
な
ど
に
力
を
注
ぐ
こ
と

を
誓
っ
た
。

母
国
と
の

紐
帯
強
化

各
国
団
体
間
協
力
網
も

５・２４対北
制裁措置

対
話
し
て
こ
そ
解
決

朴
大
統
領

統
一
準
備
委
で
強
調

ア
ジ
ア
・
欧
州
連
携
完
成
へ

北
に
門
戸
開
放
呼
び
か
け
る

金
昌
植
氏
に
無
窮
花
章

世
界
韓
人
の
日

在
外
有
功
者
表
彰

在
外
同
胞

関
連
制
度

改
善
・
整
備
促
す

民
団
１１
・
１２
代
団
長

元
心
昌
義
士
の
記
念
事
業
会

故
郷
・
平
澤
で
創
立
大
会

創造経済活性化に積極参与
世世
界界
韓韓
人人
会会
長長
大大
会会
８８００
カカ
国国
４４００００
人人
参参
加加

「「１１００月月ママダダンン」」各各地地でで

（毎週水曜日発行）週 刊２０１４年１０月２２日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

次
号
は
１０
月
２９
日
付

第２７９１号（１）

今号の読みどころ
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◆海外の韓国文化財、４割が日本に

国会教育文化体育観光委員会の李

相逸議員（セヌリ党）は１０日、海外

にある韓国文化財１５万６１６０点のう

ち、日本に６万６８２４点（４３．３％）が

存在することを明らかにした。次い

で�２米国４万２３２５点�３ドイツ１万

７２７点�４中国８２７８点�５英国７９５４点�６
ロシア４０６７点�７フランス２８９６点�８台

湾２８８１点�９カナダ２１９２点となってい

る。

◆「影響力ある１０代」にリディア・コら

米タイム誌の

「今年の影響力

ある１０代２５人」

に、米女子プロ

ゴルフ（ＬＰＧ

Ａ）で活躍中の

リディア・コ（韓

国名�コ・ボギ

ュン、１７歳）�写真�が選ばれた。

韓国生まれでニュージーランド国

籍。現在、ＬＰＧАランキング３位。

◆サハリンに「韓人歴史館」建設へ

ロシアのサハリン韓人協会や韓国

の支援団体らは１１日、州都のユジノ

サハリンスクで「来年の解放７０周年

を記念し、サハリン韓人歴史文化セ

ンター（仮称）を共同建設すること

で合意した」と明らかにした。強制

徴用された同胞史や、図書館、医療

福祉施設などを設ける。来年下半期

の着工をめざす。韓半島からサハリ

ンへの強制徴用者は約４万３０００人と

推定されている。

◆韓国初の２００安打達成した徐建昌

プロ野球ネクセンの徐建昌内野手

（２５）�写真

�は１７日、Ｓ

Ｋとの最終戦

で２安打を放

ち、シーズン

２０１本目をマ

ーク、韓国野

球初の２００本安打を１２８試合目で達成

した。

◆ショッピング観光協力で韓日提携

財団法人韓国訪問委員会は１６日、

民間レベルの韓日観光交流活性化に

向け、ジャパンショッピングツーリ

ズム協会（ＪＳＴＯ）と業務協定を

提携したと発表した。両国の航空会

社、旅行協会、ホテルなどを通じて

双方のイベントを紹介する。１８年平

昌、２０年東京での五輪開催も海外で

の広報活動に協力する。

◆ＪＹＪが日本でドームツアー

人気グループ

のＪＹＪ�写真

�が１１～１２月、

東京や大阪、福

岡の主要都市で

ドームツアーを

開催する。ドー

ム公演は３回

目。また、日本初のシングルもリリ

ースする。

◆ソ・テジが５年ぶりカムバック

「会いたかったです」��ソウル

・蚕室総合運動場で１８日に開催され

たカムバック公演で、歌手のソ・テ

ジは涙声でファンと５年ぶりに再

会。「モアイ」や「クリスマロウィ

ン」などを熱唱し、２万５０００人余の

ファンを魅了した。

◆女子ゴルフ国別戦１８年に韓国で

米女子プロゴルフ協会（ＬＰＧＡ）

主催で隔年実施される国・地域別対

抗戦「インターナショナル・クラウ

ン」が、２０１８年に韓国で開催される。

ＬＰＧＡ事務局が２０日、ソウルで発

表した。今年７月に第１回大会が米

国で行われ、スペインが優勝。韓国

は日本と共同３位だった。

◆トルコ一部地域に特別旅行警報

外交部は９日、シリア情勢をめぐ

りトルコ政府に対するデモで治安が

悪化したディヤルバクルなどトルコ

６地域について、滞在国民に即刻退

避を勧告する「特別旅行警報」を発

令した。

何
の
財
産
的
な
価
値
が
な

い
と
思
わ
れ
て
い
た
先
祖

代
々
の
お
墓
や
山
が
大
金
を

生
み
出
す
こ
と
が
韓
国
で
は

た
ま
に
あ
り
ま
す
。
在
日
に

関
し
て
い
え
ば
、
道
路
を
急

激
に
整
備
し
た
済
州
道
の
出

身
者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

道
路
用
地
と
し
て
の
収
容
で

補
償
金
が
出
る
か
ら
で
す
。

親
族
ら
と
共
同
の

名
義
に
は
要
注
意

済
州
で
道
路
沿
い
の
山
に

整
然
と
お
墓
が
並
ん
で
い
る

の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
ガ

イ
ド
さ
ん
に
聞
く
と
道
路
を

作
る
た
め
に
墓
を
移
設
し
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
先
祖

の
も
の
は
共
同
名
義
が
多

く
、
在
日
も
お
墓
に
お
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
道

路
が
通
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
問
題
が
起
こ
り
ま

し
た
。
共
同
名
義
の
在
日
の

持
ち
分
の
補
償
金
を
死
亡
ま

た
は
行
方
不
明
と
し
て
韓
国

内
の
兄
弟
達
だ
け
で
分
配
し

て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
日

本
に
は
妻
も

子
供
も
い
ま

し
た
。
し
か

し
、
戸
籍
に

は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
形
式
上
相
続
人
は
兄

弟
達
だ
け
に
な
り
ま
す
。
戸

籍
を
う
ま
く
利
用
さ
れ
ま
し

た
。

あ
る
一
世
の
韓
国
人
医
師

が
突
然
亡
く
な
り
ま
し
た
。

奥
さ
ん
は
日
本
人
で
す
。
そ

れ
な
り
に
資
産
も
あ
り
、
夫

は
韓
国
へ
何
度
も
行
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
の

で
、
韓
国
内
の
相
続
財
産
を

探
そ
う
と
提
案
し
ま
し
た

が
、
断
ら
れ
ま
し
た
。
「
韓

国
の
親
族
は
結
婚
式
に
も
参

加
し
て
く
れ
な
か
っ
た
し
、

自
分
も
会
っ
た
こ
と
が
な

い
。
こ
れ
以
上
関
わ
り
た
く

な
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
で

し
た
。

日
本
人
妻
が
財
産
を
探
そ

う
と
す
れ
ば
韓
国
の
親
族
の

協
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ

れ
が
難
し
け
れ
ば
、
ご
主
人

の
財
産
が
も
し
韓
国
に
あ
る

と
し
て
も
放
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
戸
籍
に
婚
姻

記
録
が
な
け
れ
ば
、
な
お
悲

惨
で
す
。

相
続
は
「
爭
続
」
だ
と
よ

く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
借
金

の
方
を
た
く
さ
ん
残
し
た
人

の
場
合
、
恨
ま
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
「
爭
続
」
を

防
い
だ
こ
と
だ
け
は
よ
い
こ

と
を
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
３
カ
月
以
内
に
全
員
が

相
続
放
棄
す
る
で
し
ょ
う
か

ら
。中

途
半
端
に
財
産
が
あ
っ

た
り
、
子
供
達
が
借
金
を
抱

え
て
い
た
り
す
る
と
揉
め
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

し
か
し
、
▽
韓
国
内
の
相

続
財
産
を
子
供
達
が
知
ら
な

い
▽
戸
籍
を
整
理
し
て
い
な

い
か
ら
手
続
き
が
滞
る
▽
配

偶
者
の
日
本
人
は
韓
国
の
財

産
を
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
い

▽
財
産
が
あ
る
か
ど
う
か
も

わ
か
ら
な
い
�
	
な
ど
の
問

題
は
、
死
ぬ
前
に
い
く
ら
で

も
解
決
で
き
た
は
ず
で
す
。

死
ん
で
も
困
ら
せ
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

人
は
死
に
た
く
な
い
と
い

う
思
い
が
強
い
も
の
で
す
。

今
、
健
康
で
あ
れ
ば
自
分
は

す
ぐ
に
死
ぬ
こ
と
は
な
い
と

楽
観
視
し
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
自
分
の
死
後
の
配
偶
者

や
子
孫
の
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め

考
え
て
行
動
す

る
人
が
非
常
に

少
な

い

の

で

す
。
み
な
自
分

勝
手
に
生
き
て
い
る
の
が
普

通
で
し
ょ
う
。
死
期
を
感
じ

て
い
る
人
と
は
、
全
く
切
迫

感
が
違
い
ま
す
。

戸
籍
が
整
理
さ
れ
て
い
な

く
て
も
、
遺
言
が
優
先
し
ま

す
の
で
、
家
族
た
ち
が
困
ら

な
い
よ
う
に
簡
単
な
遺
言
書

を
残
し
ま
し
ょ
う
。
難
し
く

考
え
る
必
要
は
な
く
、
日
本

方
式
で
大
丈
夫
で
す
。

「
全
財
産
譲
る
」と

自
筆
印
で
簡
単
に

�１
遺
言
書
�２
今
日
の
日
付

�３
ど
こ
の
預
金
を
誰
に
相
続

さ
せ
る
�４
ど
こ
の
不
動
産
を

誰
に
相
続
さ
せ
る
�５
そ
の
他

財
産
は
誰
に
相
続
さ
せ
る
�６

相
続
は
日
本
の
法
律
を
適
用

す
る
�７
署
名
�
	
こ
れ
ら
を

全
部
自
筆
で
書
い
て
印
を
押

せ
ば
完
成
で
す
。

一
番
簡
単
な
例
は
、
明
細

な
し
で
『
す
べ
て
の
財
産
を

妻
○
○
に
相
続
さ
せ
る
』
で

す
。
後
は
見
つ
か
り
や
す
い

所
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
せ
め
て
、
銀
行
取
引
や

不
動
産
の
場
所
だ
け
で
も
メ

モ
で
残
せ
ば
、
ご
家
族
が
財

産
を
探
し
回
ら
な
く
て
も
済

み
ま
す
。
日
本
人
の
奥
さ
ん

も
助
か
り
ま
す
。

連
載
の
初
め
に
休
眠
預
金

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
自

分
の
韓
国
預
金
が
、
勝
手
に

無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な

ど
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
在
日
の
財
産

は
血
の
に
じ
む
よ
う
な
苦
労

か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
在
日

が
得
た
富
は
在
日
が
享
受
す

る
、
親
が
残
し
た
財
産
は
子

供
た
ち
が
引
き
継
ぐ
、
こ
れ

が
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
私
は
、
在
日
が
少

し
で
も
富
と
幸
せ
を
享
受
し

て
ほ
し
い
と
願
い
、
そ
の
相

続
財
産
調
査
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。

�
終
わ
り

６
日
か
ら
江
原
道
・
平
昌
で
開
か
れ
て
い
た
国
連
の
生
物
多
様
性
条
約
第
１２
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１２
）
が
１７
日
、
閉
幕
し
た
。
会
期
中
に
「
平
昌
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
２
０

２
０
」
と
１６
項
目
か
ら
な
る
「
江
原
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

２
０
１
０
年
に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
で
採
択
さ
れ
た「
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」

の
達
成
に
向
け
、
科
学
技
術
協
力
、
財
源
投
入
、
開
発
途
上
国
の
力
量
強
化
な
ど
主
要

政
策
別
に
推
進
事
項
を
網
羅
す
る
段
階
別
の
履
行
策
を
決
め
た
。

平昌ＣＯＰ１２では１０年ぶりに宣言文を採択した

「
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
は

「
絶
滅
危
惧
種
の
絶
滅
・
減

少
を
防
止
」
「
水
産
資
源
を

持
続
的
に
漁
獲
」
「
汚
染
を

有
害
で
な
い
範
囲
ま
で
抑
え

る
」
な
ど
２０
の
具
体
的
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

財
源
投
入
の
目
標
策
定
を

め
ぐ
り
、
途
上
国
と
先
進
国

が
対
立
し
た
が
、
生
物
多
様

性
の
た
め
の
途
上
国
へ
の
財

政
支
援
規
模
を
１５
年
ま
で
に

倍
増
す
る
こ
と
で
暫
定
合

意
。
次
回
会
議
で
財
政
規
模

を
再
協
議
す
る
こ
と
で
一
致

し
た
。

１５
日
か
ら
開
か
れ
た
ハ
イ

レ
ベ
ル
セ
グ
メ
ン
ト
（
閣
僚

級
会
合
）
で
は
江
原
宣
言
文

が
採
択
さ
れ
た
。
１０
年
ぶ
り

の
宣
言
文
に
は
、
１５
年
以
降

の
国
際
開
発
目
標
「
ポ
ス
ト

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
生
物
多
様
性

の
目
標
の
強
化
を
促
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
盛
り
込
ま
れ
、
議

長
名
義
で
国
連
総
会
に
提
出

さ
れ
る
予
定
だ
。

ま
た
、
韓
国
政
府
が
提
案

し
た
平
昌
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

支
持
し
、
財
源
確
保
の
交
渉

進
展
を
促
す
内
容
も
含
ま
れ

た
。科

学
技
術
協
力
強
化
の
た

め
の
「
バ
イ
オ
ブ
リ
ッ
ジ
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
「
山
林
生

態
系
復
元
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

「
持
続
可
能
な
海
洋
の
た
め

の
力
量
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
韓
国
が
主
導
し
た
生
物

多
様
性
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
歓

迎
す
る
内
容
も
盛
り
込
ま
れ

た
。韓

国
環
境
部
の
関
係
者
は

「
江
原
宣
言
が
境
界
保
護
地

域
で
の
生
物
多
様
性
保
全
と

平
和
促
進
の
調
和
に
向
け
た

全
世
界
の
経
験
と
力
量
を
結

集
さ
せ
、
南
北
非
武
装
地
帯

（
Ｄ
Ｍ
Ｚ
）
で
の
世
界
生
態

平
和
公
園
造
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
」と
期
待
し
た
。

１２
日
に
は
、
２
０
１
０
年

に
日
本
で
採
択
さ
れ
た
「
名

古
屋
議
定
書
」が
発
効
し
た
。

生
物
や
自
然
の
恵
み
を
使
っ

た
製
品
か
ら
得
ら
れ
た
利
益

を
、
原
産
国
と
利
用
国
で
公

平
に
分
け
る
た
め
の
手
続
き

を
明
確
化
し
た
も
の
で
、
締

結
を
し
た
国
の
数
が
、
条
件

で
あ
る
５０
に
達
し
た
た
め
。

名
古
屋
議
定
書
は
、
製
薬

会
社
が
植
物
か
ら
漢
方
薬
を

製
造
・
販
売
時
に
発
生
す
る

利
益
の
一
部
を
植
物
の
原
産

国
側
に
支
払
う
こ
と
で
、
生

物
多
様
性
の
保
全
に
役
立
て

る
仕
組
み
。
動
植
物
や
微
生

物
な
ど
の
遺
伝
資
源
は
途
上

国
に
多
く
あ
り
、
利
用
国
は

先
進
国
が
ほ
と
ん
ど
の
た

め
、
資
金
援
助
を
狙
い
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
Ｅ
Ｕ

や
ス
イ
ス
な
ど
５４
の
国
と
地

域
が
締
結
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
世
界
地
方
政

府
首
脳
会
議
、
閣
僚
級
会
合

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
１
９
４

カ
国
・
地
域
の
代
表
団
、
国

際
機
関
や
非
政
府
組
織
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
、
多
国
籍
企
業
の
関

係
者
ら
２
万
５
０
０
０
人
余

り
が
出
席
し
た
。

民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
協
議
会

（
呉
永
錫
会
長
）
で
は
手
作

り
の
発
酵
キ
ム
チ
の
味
を
競

う
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
３
回
キ

ム
チ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催

す
る
。

本
選
大
会
は
１２
月

６
日
だ
が
、
来
月
１５
日
に
東

京
・
新
宿
大
久
保
公
園
で
予

選
大
会
を
行
う
。
現
在
、
出

場
者
の
応
募
を
受
け
付
け
て

い
る
。
応
募
資
格
は
個
人
の

み
。
国
籍
は
問
わ
な
い
。

予
選
出
場
の
た
め
に
は
キ

ム
チ
５
０
０
�
を
１１
月
１４
日

午
後
３
時
の
配
達
時
間
指
定

で
、
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
ク

ー
ル
宅
急
便
で
送
る
。
使
用

材
料
は
す
べ
て
自
由
だ
が
、

化
学
調
味
料
使
用
は
失
格
と

な
る
。
応
募
者
全
員
に
５
０

０
０
円
分
の
商
品
券
が
贈
ら

れ
る
。
送
り
先
は
〒
１
６
９



０
０
７
２
東
京
都
新
宿
区

大
久
保
１


８


８

民
団

韓
食
ネ
ッ
ト
協
議
会
。

審
査
は
１１
月
１５
日
１０
～
１７

時
、
会
場
で
試
食
し
た
来
場

者
の
投
票
で
行
わ
れ
、
上
位

５
人
が
１２
月
６
日
、
韓
国
大

使
館
で
行
わ
れ
る
グ
ラ
ン
プ

リ
本
選
大
会
に
進
出
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
０
９
０
・

２
９
８
３
・
０
３
９
８
（
韓

基
成
）
へ
。

新メニューの一助に

応
募
殺
到
し
た
韓
食
講
座

韓
食
世
界
化
専
門
人
養
成

ス
ク
ー
ル
が
都
区
内
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
国
際
韓
食
文

化
財
団
国
際
韓
食
調
理
学
校

（
全
州
市
）が
主
催
し
、
韓
国

農
林
畜
産
部
、
ａ
ｔ
セ
ン
タ

ー
、
民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
協
議

会
が
後
援
。
調
理
師
、
経
営

者
、
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
を
主

な
対
象
と
し
た
全
３０
講
座
の

無
料
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

１３
日
は
現
役
の
調
理
師
を

対
象
と
す
る
韓
国
精
進
料
理

と
薬
膳
料
理
の
実
習
が
東
京

・
豊
島
区
の
生
活
産
業
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
た
�
写
真
。
会

場
の
関
係
で
定
員
は
１５
人
。

締
め
切
り
後
、
「
話
し
だ
け

で
も
」
と
い
う
希
望
者
が
相

次
い
だ
た
め
、
最
終
的
に
３０

人
ま
で
受
け
入
れ
た
。
な
か

に
は
大
阪
、
仙
台
、
群
馬
か

ら
の
参
加
者
も
見
ら
れ
た
。

講
師
は
全
州
大
学
校
韓
食

調
理
学
科
副
教
授
で
日
本
の

服
部
調
理
専
門
学
校
で
学
ん

だ
経
験
も
あ
る
金
修
仁
さ

ん
。
午
前
中
と
午
後
の
２
回

に
分
け
て
椎
茸
お
に
ぎ
り
、

エ
ゴ
マ
の
蒸
し
煮
、
野
菜
ビ

ビ
ン
ク
ッ
ス
な
ど
８
品
を
指

導
し
た
。
金
副
教
授
は
韓
国

料
理
の
特
色
に
つ
い
て
「
混

ぜ
る
文
化
。
複
雑
な
味
が
特

有
性
」
と
解
説
し
た
。

新
宿
・
新
大
久
保
で
食
堂

を
経
営
す
る
羅
成
順
さ
ん

は
、
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
た

め
の
ヒ
ン
ト
に
し
よ
う
と
参

加
。
ソ
ー
ス
と
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
が
参
考
に
な
っ
た
と
い

う
。東
京
の
李
貞
淑
さ
ん（
民

団
豊
島
支
部
副
議
長
）は「
楽

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。
韓
食
ネ
ッ
ト
の
呉
永
錫

会
長
が
駆
け
つ
け
、
受
講
生

を
激
励
し
た
。
２３
日
ま
で
。

ロ
ッ
テ
グ
ル
ー
プ
が
総
力

を
挙
げ
た
の
が
第
２
ロ
ッ
テ

ワ
ー
ル
ド
モ
ー
ル
の
代
表
建

物
「
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｅ
Ｌ
」
棟

（
名
品
館
）
だ
。
そ
の
右
側

に
ガ
ラ
ス
張
り
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
棟
、
丸
い
外
観

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

棟
が
立
ち
並
ぶ
�
写
真
。

３
つ
の
建
物
で
構
成
さ
れ

た
ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド
モ
ー
ル

は
全
体
の
売
り
場
面
積
だ
け

で
４２
万
８
９
３
４
平
方
�

（
サ
ッ
カ
ー
場
４８
面
分
）で
、

国
内
最
大
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
だ
。
こ
の
後
ろ
に
は

２
年
後
に
完
工
す
る
ロ
ッ
テ

ワ
ー
ル
ド
タ
ワ
ー
（
１
２
３

階
・
高
さ
５
５
５
�
）
が
高

く
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
現

在
、
８５
階
、
高
さ
３
６
０
�

ま
で
完
成
。

ブ
ラ
ン
ド
館
と
免
税
店
の

「
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｅ
Ｌ
」棟
の
各

売
り
場
は
、
バ
ッ
グ
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
の
よ
う
に
い
く
つ

か
の
品
目
だ
け
売
っ
て
い
る

通
常
の
デ
パ
ー
ト
と
違
い
、

売
り
場
の
大
き
さ
が
２
～
３

倍
以
上
で
、
多
く
の
ブ
ラ
ン

ド
商
品
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

ま
た
、
人
気
有
名
ブ
ラ
ン

ド
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア

の
宝
石
ブ
ラ
ン
ド
「
ポ
メ
ラ

ー
ト
」
や
ス
ペ
イ
ン
の
シ
ュ

ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
「
ス
ロ
ー
ウ

ォ
ー
ク
」
の
よ
う
に
国
内
で

初
め
て
見
る
海
外
ブ
ラ
ン
ド

店
舗
が
並
ん
で
い
る
。

５
階
の
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

は
、
１
９
３
０
年
代
の
鍾
路

や
６０
年
代
と
８０
年
代
の
明
洞

の
街
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、

昔
の
ソ
ウ
ル
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
雰
囲
気
で
食
事
が

楽
し
め
る
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

棟
は
、
地
下
が
ア
ク
ア
リ
ウ

ム
、
中
間
層
は
ハ
イ
マ
ー
ト

と
ロ
ッ
テ
マ
ー
ト
、
上
層
部

は
シ
ネ
マ
（
２１
館
）
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
特
に
都
心
の

中
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
主
題

に
地
下
１
～
２
階
を
突
き
抜

い
て
作
っ
た
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

で
は
、
熱
帯
や
ア
マ
ゾ
ン
地

域
に
住
む
６
５
０
種
５
万
５

０
０
０
匹
余
り
の
海
洋
生
物

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ネ
マ
コ
ー
ナ
ー
は
、
ギ

ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
た

世
界
最
大
サ
イ
ズ
の
ス
ク
リ

ー
ン
（
３４
×
１３
・
８
�
）
を

体
験
で
き
る
。

三
星
電
子
は
１２
日
、
現
在

使
っ
て
い
る
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
よ
り

５
倍
以
上
も
速
い
、
次
世
代

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
技
術
を
開
発
し
た

と
発
表
し
た
。

次
世
代
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
は
、
１

秒
当
た
り
最
大
４
・
６
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
（
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
）
の
速

度
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
最
新
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
適
用
さ
れ
る
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
の
１
秒
当
た
り
の
最
大

ス
ピ
ー
ド
（
８
６
６
Ｍ
ｂ
ｐ

ｓ
�
メ
ガ
ビ
ッ
ト
）
よ
り
５

倍
以
上
も
速
い
。
こ
の
技
術

を
利
用
す
れ
ば
、
圧
縮
し
な

い
高
画
質
映
像
を
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
テ
レ
ビ
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
送
し
、
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
同
士
も
１
Ｇ

Ｂ
（
ギ
ガ
バ
イ
ト
）
容
量
の

映
像
フ
ァ
イ
ル
を
、
３
秒
内

に
や
り
取
り
で
き
る
。

次
世
代
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
は
、
こ

れ
ま
で
周
り
に
ユ
ー
ザ
ー
が

多
け
れ
ば
、
周
波
数
干
渉
問

題
で
、
使
用
ス
ピ
ー
ド
が
急

激
に
落
ち
る
現
在
の
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
と
違
い
、
６０
Ｇ
Ｈ
ｚ
の
超

高
周
波
を
活
用
す
る
た
め
、

周
波
数
干
渉
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
も
、
強
み
と
な
っ
て

い
る
。

外換銀行調べ
（１０月２１日現在）

１万円

１０１，５５７
ウォン

９５，６４２
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１００，０７９
ウォン

９７，１２１
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

分
か
っ
て
ま
す
？

韓
国
内
資
産

�８

全
国
相
続
協
会
相
続
支
援
セ
ン
タ
ー

在
日
韓
国
人
相
続
相
談
室
室
長

鄭

相

憲

「「
争争
続続
」」をを
防防
ぐぐ

遺
言
書
が
相
続
人
救
う

戸
籍
整
理
し
な
い
と
大
損
に

１９４
カ
国
参
加
の
平
昌
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１２
閉
幕

生生態態系系保保全全へへ江江原原宣宣言言採採択択
韓
国
計
画
表
を
支
持

Ｄ
Ｍ
Ｚ
平
和
公
園
実
現
も
期
待

第
３
回
キ
ム
チ
グ
ラ
ン
プ
リ

参
加
者
を
募
集

民
団
韓
食

ネ
ッ
ト
協

来
月
予
選
大
会

第２ロッテＷ 一部オープン

国内最大モール
２年後はタワー５５５メー

トルに

５
倍
速
い
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

三
星
電
子
が
技
術
開
発

（２）２０１４年１０月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７９１号
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朴
槿
恵
大
統
領
の
名
誉
を
傷
つ
け
た

と
し
て
韓
国
当
局
は
８
日
、
産
経
新
聞

前
ソ
ウ
ル
支
局
長
の
加
藤
達
也
氏
を
在

宅
起
訴
し
、
出
国
禁
止
措
置
も
延
長
し

た
。
こ
れ
に
対
す
る
抗
議
・
非
難
が
内

外
で
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

日
本
の
菅
義
偉
官
房
長
官
は
「
（
出

国
禁
止
は
）
人
道
上
大
き
な
問
題
だ
」

と
し
、「（
起
訴
は
）
国
際
社
会
の
常
識

と
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。
民
主
国

家
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
こ
と
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
力
ん
だ
。
閣
僚
、
与

野
党
か
ら
も
同
様
の
発
言
が
相
次
ぎ
、

メ
デ
ィ
ア
に
は
、
嫌
韓
の
流
れ
を
助
長

し
、
韓
日
関
係
の
修
復
を
一
段
と
困
難

に
す
る
と
の
論
調
も
目
立
つ
。

国
連
事
務
総
長
の
報
道
官
が
「
国
連

は
『
報
道
の
自
由
』
を
尊
重
す
る
側
に

立
つ
」
と
表
明
す
れ
ば
、
米
国
務
省
も

「
我
々
は
言
論
の
自
由
を
支
持
す
る
」

と
ク
ギ
を
刺
し
た
。
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
組
織
「
国
境
な
き
記
者
団
」
や
韓

国
に
拠
点
を
置
く
海
外
報
道
機
関
が
構

成
す
る
「
ソ
ウ
ル
外
信
記
者
ク
ラ
ブ
」

も
、
報
道
の
自
由
侵
害
だ
と
し
て
強
く

抗
議
し
て
い
る
。

韓
国
で
は
野
党
か
ら
の
糾
弾
が
激
し

く
、
セ
ウ
ォ
ル
号
惨
事
の
責
任
糾
明
と

も
絡
ん
で
政
治
問
題
化
し
つ
つ
あ
る
。

「
大
統
領
の
名
誉
を
守
ろ
う
と
し
て
韓

国
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
」
「
大
統
領
の

過
剰
反
応
と
検
察
の
過
剰
忠
誠
が
、
一

新
聞
社
や
記
者
の
資
質
の
問
題
で
終
わ

る
は
ず
だ
っ
た
こ
と
を
、
国
の
品
格
問

題
に
発
展
さ
せ
て
し
ま
っ
た
」
「
韓
国

の
民
主
主
義
は
再
び
国
際
社
会
の
笑
い

物
に
な
る
」
と
い
っ
た
具
合
だ
。

政
府
・
与
党
は
こ
れ
ら
に
対
し
、「
大

統
領
は
国
家
元
首
で
あ
り
、
日
本
に
お

け
る
首
相
よ
り
大
き
な
存
在
だ
。
根
拠

の
な
い
ウ
ワ
サ
を
増
幅
し
、
そ
の
名
誉

を
著
し
く
毀
損
し
た
。
明
確
な
責
任
を

と
る
べ
き
だ
」
「
法
の
前
に
は
誰
も
例

外
で
は
な
い
。
外
国
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ

て
も
韓
国
で
法
を
犯
せ
ば
、
国
内
法
が

適
用
さ
れ
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
」

な
ど
と
反
論
し
て
い
る
。

加
藤
氏
を
韓
国
当
局
が
起
訴
す
る
に

至
っ
た
経
緯
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

産
経
新
聞
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
８
月

３
日
付
で
加
藤
氏
の
コ
ラ
ム
「
朴
槿
恵

大
統
領
が
旅
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
の

当
日
、
行
方
不
明
に
…
誰
と
会
っ
て
い

た
？
」が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
翌
日
、

韓
国
の
左
派
系
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
翻

訳
転
載
さ
れ
た
こ
と
で
韓
国
内
に
も
広

が
っ
た
。

態
度
の
軟
化
な
く

出
国
禁
止
・
起
訴

大
統
領
が
沈
没
事
故
当
日
に
７
時
間

「
所
在
不
明
」
と
さ
れ
た
問
題
に
つ
い

て
、
大
統
領
府
秘
書
室
長
と
最
大
野
党

の
院
内
代
表
に
よ
る
質
疑
応
答
が
あ
っ

た
。
加
藤
氏
は
こ
れ
を
詳
し
く
紹
介
し

た
上
で
、
朴
大
統
領
の
「
不
通
」
（
側

近
や
閣
僚
と
の
意
思
疎
通
不
足
の
こ

と
）
ぶ
り
と
青
瓦
台
の
風
通
し
の
悪
さ

が
「
あ
る
ウ
ワ
サ
」
の
拡
散
に
つ
な
が

っ
た
と
し
、
そ
の
「
代
表
例
」
と
し
て

「
韓
国
最
大
部
数
の
日
刊
紙
、
朝
鮮
日

報
の
記
者
コ
ラ
ム
」
を
持
ち
出
し
た
。

加
藤
氏
は
そ
の
コ
ラ
ム
「
大
統
領
を

め
ぐ
る
風
聞
」
（
７
月
１８
日
付
。
要
約

別
掲
）
を
巧
み
に
引
用
・
活
用
し
、
独

自
取
材
も
交
え
て
「
〈
大
統
領
と
オ
ト

コ
〉
の
話
」
を
仕
立
て
上
げ
た
。
「
朴

氏
と
緊
密
な
関
係
が
ウ
ワ
サ
に
な
っ

た
」
の
は
、
朝
鮮
日
報
コ
ラ
ム
が
念
頭

に
置
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
で
は
な

く
、
そ
の
岳
父
だ
と
す
る
説
が
あ
る
と

し
、
「
話
は
単
純
で
は
な
い
」
と
引
き

取
り
な
が
ら
「
朴
政
権
の
レ
―
ム
ダ
ッ

ク
（
死
に
体
）
化
は
、
着
実
に
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
」
と
結
ん
だ
。

韓
国
の
市
民
団
体
が
こ
れ
に
反
発
、

大
統
領
の
名
誉
を
毀
損
し
た
と
し
て
加

藤
氏
を
告
発
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ソ

ウ
ル
中
央
地
検
は
加
藤
氏
を
出
国
禁
止

処
分
に
し
た
上
で
、
８
月
１８
日
か
ら
３

回
に
わ
た
る
事
情
聴
取
を
経
て
今
月
８

日
、
情
報
通
信
網
法
違
反
の
罪
で
在
宅

起
訴
し
た
。
加
藤
氏
の
態
度
軟
化
が
あ

れ
ば
別
の
展
開
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

読
売
新
聞
は
加
藤
氏
起
訴
に
関
す
る

「
韓
国

日
本
の
報
道
拡
散
」
と
題
し

た
記
事
（
１０
月
１０
日
付
）
で
、
名
誉
毀

損
に
つ
い
て「
日
本
で
は
、
報
道
は『
公

益
性
』
の
高
さ
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
内

容
が
真
実
か
、
も
し
く
は
真
実
だ
と
信

じ
る
相
当
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
違
法
性

は
な
い
と
さ
れ
る
。
た
と
え
報
道
の
内

容
が
真
実
で
な
く
と
も
、

刑
事
責
任
ま
で
問
わ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

報
道
が
、
政
治
家
の
よ
う

な
公
人
に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
だ
」

と
押
さ
え
な
が
ら
も
、
こ

う
書
い
た
。

「
法
律
家
の
間
で
は
、
日
本
で
も
、

仮
に
日
本
在
住
の
外
国
人
記
者
が
外
国

語
で
、
日
本
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
よ

う
な
虚
偽
の
記
事
を
ネ
ッ
ト
に
乗
せ
た

場
合
、
記
者
を
名
誉
毀
損
罪
で
起
訴
す

る
こ
と
は
可
能
だ
と
の
見
方
が
強
い
。

日
本
で
ネ
ッ
ト
の
記
事
を
閲
覧
で
き
れ

ば
、
日
本
国
内
で
被
害
が
生
じ
た
と
み

な
せ
る
た
め
だ
」

つ
ま
り
、
法
令
そ
の
も
の
よ
り
も
日

本
（
そ
の
他
の
先
進
国
を
含
む
）
と
韓

国
の
法
運
用
の
違
い
が
際
立
つ
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
あ
る
韓
国

社
会
の
特
殊
性
を
念
頭
に
置
く
必
要
が

あ
る
。

加
藤
氏
に
適
用
さ
れ
た
情
報
通
信
網

法
の
施
行
は
０１
年
。
９０
年
代
か
ら
ネ
ッ

ト
上
で
芸
能
人
な
ど
へ
の
名
誉
毀
損
が

急
増
し
、
何
人
も
の
自
殺
者
を
出
す
な

ど
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
ほ
か
、

虚
偽
に
基
づ
く
政
治
人
へ
の
攻
撃
も
度

を
超
す
こ
と
が
多
く
、
時
に
は
大
規
模

な
デ
モ
を
引
き
起
こ
す
ば
か
り
か
大
統

領
選
挙
を
も
左
右
し
て
き
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
社
会
の
国
内

大
手
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
信
頼
度
が
日

本
の
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り
低
く
、
電

子
新
聞
が
登
録
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も

４
９
０
０
余
を
数
え
る
状
況
も
無
視
で

き
な
い
。

同
法
の
名
誉
棄
損
罪
は
７
年
以
下
の

懲
役
か
５
０
０
０
万
�
以
下
の
罰
金

で
、
刑
法
の
名
誉
毀
損
罪（
５
年
以
下
）

よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

朴
政
府
は
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
惨
事
以

降
、
大
統
領
の
名
誉
毀
損
に
関
す
る
報

道
に
対
し
て
少
な
く
と
も
５
件
の
民
事

訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
。
加
藤

氏
の
一
件
に
し
て
も
、法
令
が
あ
り
、そ

れ
に
基
づ
く
告
発
が
あ
っ
た
以
上
、
検

察
が
刑
事
立
件
し
取
り
調
べ
る
の
は
当

然
の
こ
と
だ
。そ
れ
で
も
、起
訴
し
た
こ

と
に
は
い
く
つ
も
の
疑
問
符
が
つ
く
。

問
題
の
コ
ラ
ム
が
虚
偽
事
実
の
流
布

に
よ
る
名
誉
毀
損
罪
の
要
件
を
満
た
す

と
は
い
え
、
判
例
は
報
道
の
自
由
を
幅

広
く
認
め
て
お
り
、
た
と
え
虚
偽
報
道

で
あ
っ
て
も
「
事
実
と
信
じ
得
る
相
当

の
理
由
」
が
あ
れ
ば
責
任
を
問
わ
れ
な

い
。
こ
の
間
の
産
経
新
聞
の
報
道
ぶ
り

か
ら
、
加
藤
氏
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
書
い
た
可
能
性
は
高
い
と

し
て
も
、
そ
れ
を
立
証
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。

産
経
新
聞
社
長
は
、
「
日
本
の
報
道

機
関
が
日
本
の
読
者
に
向
け
て
、
日
本

語
で
執
筆
し
た
記
事
を
韓

国
が
国
内
法
で
処
罰
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
と

い
う
疑
問
を
禁
じ
得
な

い
」
と
す
る
声
明
を
発
表

（
８
日
）
し
た
。

加
藤
氏
コ
ラ
ム
の
引
用

元
と
な
っ
た
朝
鮮
日
報
コ

ラ
ム
だ
け
で
な
く
、
翻
訳
転
載
し
国
内

に
拡
散
さ
せ
た
韓
国
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
へ
の
対
応
も
問
わ
れ
る
。
こ
の
二
つ

が
な
け
れ
ば
問
題
が
生
ま
れ
な
か
っ
た

か
、
生
ま
れ
て
も
広
が
ら
な
い
可
能
性

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
日

報
は
不
問
に
付
さ
れ
、
翻
訳
担
当
者
は

家
宅
捜
索
を
受
け
な
が
ら
も
起
訴
さ
れ

て
い
な
い
。

事
実
無
根
の
記
事

当
然
反
動
が
あ
る

加
藤
氏
は
記
者
生
活
２３
年
、
ソ
ウ
ル

特
派
員
と
し
て
も
４
年
近
い
キ
ャ
リ
ア

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。
日
本
メ
デ
ィ
ア

の
報
道
を
無
断
で
即
時
翻
訳
し
て
流
す

韓
国
メ
デ
ィ
ア
の
実
相
を
熟
知
し
て
い

よ
う
。
し
か
し
た
と
え
、
計
画
的
に
こ

れ
を
利
用
し
た
と
し
て
も
、
韓
国
内
で

朴
大
統
領
の
名
誉
を
お
と
し
め
る
意
図

が
あ
っ
た
と
ま
で
立
証
す
る
の
は
難
し

い
。起

訴
す
る
か
ら
に
は
有
罪
判
決
を
獲

得
す
る
自
信
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
有
罪
に
な
れ
ば
な
っ
た
で
、

こ
の
間
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
抗
議
・

非
難
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
苦
悶
す

る
当
局
が
起
訴
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、

９
月
１９
日
の
閣
議
な
ど
で
朴
大
統
領
が

「
国
民
を
代
表
す
る
大
統
領
に
対
す
る

冒
涜
的
な
発
言
は
度
を
超
え
て
い
る
」

と
強
く
不
快
感
を
示
し
た
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

虚
偽
の
流
布
は
厳
に
戒
め
ら
れ
ね
ば

な
ら
ず
、
代
償
と
し
て
き
つ
い
お
灸
が

あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
所
在
不
明
」
と
さ
れ
た
時
間
も
朴
大

統
領
が
青
瓦
台
に
い
た
こ
と
、
さ
ら
に

渦
中
の
男
性
が
そ
の
時
間
に
他
の
人
物

と
会
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
加
藤
氏
に
対
す
る
制
裁
は
基
本
的

に
、
そ
の
事
実
に
よ
っ
て
本
人
に
言
論

人
と
し
て
の
恥
を
か
か
せ
る
こ
と
で
果

た
せ
る
は
ず
だ
。
一
国
の
大
統
領
に
対

す
る
事
実
無
根
の
醜
聞
記
事
に
反
動
が

な
い
わ
け
が
な
い
。

産経前支局長問題

「
産
経
虚
偽
報
道
、
５
０
０
０
万
が
憤
怒
す
る
」

産
経
新
聞
ソ
ウ
ル
支
局
前
で
抗
議
す
る
市
民

「
怒
り
の
総
力
特
集

韓
国
『
無
法

国
家
』
の
証
明

『
韓
国
の
理
不
尽
に

は
屈
し
な
い
！
』

起
訴
、
産
経
加
藤

達
也
前
ソ
ウ
ル
支
局
長

独
占
直
撃
６０

分

韓
国
検
察
は
朴
槿
恵
政
権
の
メ
ン

ツ
の
た
め
、
私
を
心
理
的
圧
迫
で
潰
し

て
、
惨
め
に
謝
罪
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

な
ら
ば
粛
々
と
闘
う
だ
け
だ
。」

「
週
刊
文
春
」
１０
月
２３
日
号
の
見
出

し
に
そ
う
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

産
経
新
聞
の
前
ソ
ウ
ル
支
局
長
で
あ
る

加
藤
氏
は
か
な
り
骨
の
あ
る
人
物
で
、

国
家
権
力
と
も
堂
々
渡
り
合
う
言
論
人

の
鑑
と
も
言
う
べ
き
存
在
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

事
実
、
加
藤
氏
は
一
歩
も
引
か
ず
闘

う
姿
勢
を
公
言
し
て
い
る
。
産
経
新
聞

も
「
公
人
中
の
公
人
で
あ
る
大
統
領
に

対
す
る
論
評
が
名
誉
毀
損
に
当
た
る
な

ら
、
そ
こ
に
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す

報
道
、
表
現
の
自
由
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
」（
１７
日
付
社
説
）
、「
決
し
て
屈
す

る
こ
と
な
く
、『
民
主
主
義
と
自
由
の
た

め
に
た
た
か
う
』
と
い
う
産
経
信
条
に

立
脚
し
た
報
道
を
続
け
て
い
く
」
（
社

長
声
明
）
と
毅
然
と
し
た
も
の
だ
。

し
か
し
そ
う
し
た
主
張
は
、
守
る
べ

き
も
の
が
ま
と
も
で
あ
っ
て
こ
そ
本
来

の
意
味
を
持
つ
。
産
経
は
「
個
性
」
が

強
い
と
は
い
え
有
力
紙
の
一
角
を
占
め

る
存
在
だ
。
「
言
論
・
報
道
の
自
由
」

を
大
上
段
に
振
り
か
ぶ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
載
せ
た
著
し
く
品
性
を
欠
く
ウ

ワ
サ
話
記
事
を
声
高
に
正
当
化
す
る
の

が
産
経
信
条
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
自

尊
心
に
基
づ
い
て
一
考
す
る
意
味
は
小

さ
く
な
い
だ
ろ
う
。

加
藤
氏
は
執
筆
に
当
た
っ
て
朝
鮮
日

報
の
コ
ラ
ム
に
我
が
意
を
得
、
触
発
さ

れ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
ウ
ワ
サ
に
接

し
な
が
ら
も
品
性
面
か
ら
記
事
化
を
た

め
ら
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
韓
国
最
大
手

の
朝
鮮
日
報
が
言
及
し
た
こ
と
で
意
を

強
く
し
た
の
か
。

本
分
を
逸
脱
す
る

歴
史
の「
当
事
者
」

い
ず
れ
に
せ
よ
、
朝
鮮
日
報
コ
ラ
ム

は
主
と
し
て
側
近
人
事
を
問
題
に
し
な

が
ら
、
大
統
領
に
信
頼
回
復
を
求
め
る

内
容
で
あ
り
、
力
点
と
方
向
は
叱
咤
激

励
に
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
加
藤
氏
は

そ
こ
か
ら
、
自
身
に
都
合
の
い
い
記
述

だ
け
を
切
り
取
り
、
〈
大
統
領
と
オ
ト

コ
〉
の
問
題
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
。

朴
大
統
領
に
と
っ
て
、
男
性
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
の
で
っ
ち
上
げ
ほ
ど
耐
え
難
い

侮
辱
は
あ
る
ま
い
。
加
藤
氏
は
卑
劣
に

も
、
そ
こ
を
あ
え
て
衝
い
た
。
産
経
が

好
む
サ
ム
ラ
イ
精
神
は
、
反
韓
・
嫌
韓

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
な
ら
潰
え
て
も

い
い
も
の
な
の
か
。
「
闘
う
言
論
人
」

の
加
藤
氏
が
「
記
者
の
勲
章
」
を
手
に

す
る
こ
と
は
な
い
。
ド
ジ
ョ
ウ
は
龍
に

な
れ
な
い
か
ら
だ
。

産
経
が
韓
日
関
係
を
さ
ら
に
こ
じ
ら

せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
「
歴
史
の
記
録

者
」
で
あ
る
べ
き
新
聞
社
の
範
（
の
り
）

を
逸
脱
し
、
「
歴
史
の
当
事
者
」
と
な

る
。
そ
れ
が
韓
日
関
係
の
重
要
性
を
主

張
し
て
き
た
産
経
の
本
意
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
事
態
は
、産
経
に
と
っ
て
も
、

韓
国
当
局
に
と
っ
て
も
「
不
本
意
」
で

あ
る
と
思
い
た
い
。

青
瓦
台
秘
書
室
の
国
会
業

務
報
告
が
発
端
だ
っ
た
。
セ

ウ
ォ
ル
号
惨
事
が
起
き
た

日
、
大
統
領
が
書
面
で
最
初

の
報
告
を
受
け
て
か
ら
中
央

災
害
安
全
対
策
本
部
に
入
る

ま
で
の
７
時
間
、
大
統
領
へ

の
対
面
報
告
も
大
統
領
主
宰

の
会
議
も
な
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。以

下
は
最
大
野
党
の
院
内

代
表
と
秘
書
室
長
の
質
疑
応

答
だ
。
「
大
統
領
は
執
務
室

に
い
ら
し
た
の
か
」
「
そ
の

位
置
に
関
し
て
は
、
私
は
分

か
り
ま
せ
ん
」、「
秘
書
室
長

が
分
か
ら
な
い
で
誰
が
分
か

る
の
か
」
「
秘
書
室
長
が
一

挙
手
一
投
足
を
す
べ
て
知
る

わ
け
で
は
な
い
」。

大
統
領
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ら
と
も

か
く
事
後
に
は
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
室
長
が
「
私
は
分

か
ら
な
い
」と
述
べ
た
の
は
、

大
統
領
を
保
護
す
る
た
め
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

秘
書
室
長
に
も
隠
す
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
大
統
領
に
あ
っ
た

こ
と
を
も
意
味
す
る
。

「
大
統
領
は
そ
の
日
、
某

所
で
秘
線
と
一
緒
だ
っ
た
」

と
い
う
風
聞
が
生
ま
れ
た
。

「
大
統
領
の
所
在
に
対
す
る

公
開
的
言
及
は
差
し
控
え
た

い
」
と
で
も
答
弁
す
れ
ば
こ

う
は
な
ら
な
い
。風
聞
が〈
ニ

ュ
ー
ス
格
〉
に
な
っ
た
折
も

お
り
、
渦
中
の
人
物
の
離
婚

事
実
ま
で
確
認
さ
れ
、
い
っ

そ
う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
な
っ

た
。
そ
の
人
物
は
７
年
間
、

政
治
人
・
朴
槿
恵
の
秘
書
室

長
だ
っ
た
。

以
前
で
あ
れ
ば
、
大
統
領

支
持
勢
力
が
激
高
し
、
支
持

者
で
な
い
人
々
も
「
言
及
す

る
価
値
も
な
い
」
と
背
を
向

け
る
の
に
、
現
在
は
そ
う
し

た
常
識
や
理
性
的
判
断
が
働

か
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
高

い
支
持
率
を
維
持
し
て
い
れ

ば
、
風
聞
な
ど
立
つ
余
地
も

な
い
。
大
統
領
個
人
に
対
す

る
信
頼
が
崩
れ
た
こ
と
で
、

あ
ら
ゆ
る
風
聞
が
流
布
さ
れ

る
の
だ
。

現
政
権
ほ
ど
国
政
課
題
の

多
い
時
は
な
か
っ
た
。
使
う

人
を
選
ぶ
問
題
（
国
務
総
理

以
下
閣
僚
な
ど
の
任
命
に
と

も
な
う
国
会
手
続
）
だ
け
で

時
間
と
精
力
を
使
い
果
た
し

た
か
の
よ
う
だ
。

大
統
領
は
「
時
代
的
要
求

に
ふ
さ
わ
し
い
方
を
探
す
の

は
決
し
て
や
さ
し
い
こ
と
で

は
な
か
っ
た
」と
言
っ
た
が
、

人
々
は「
そ
も
そ
も
、そ
の
よ

う
な
候
補
者
を〈
誰
が
〉推
薦

し
た
の
か
」
と
厳
し
い
目
で

見
つ
め
た
。
積
み
重
な
っ
た

疑
心
が
大
統
領
の
免
疫
力
を

こ
そ
ぎ
落
と
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

国
家
革
新
を
遂
げ
る
「
２

期
内
閣
の
出
帆
」
を
掲
げ
た

が
、
誰
も
そ
う
は
受
け
取
ら

な
い
だ
ろ
う
。
人
事
の
た
び

に
話
題
に
な
る
〈
青
瓦
台
権

力
３
人
組
〉
の
よ
う
な
面
々

を
見
て
、
将
来
に
期
待
を
か

け
る
の
は
難
し
い
。
国
家
を

革
新
す
る
な
ら
大
統
領
本
人

と
周
辺
人
物
の
革
新
か
ら
ま

ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
統
領
は
依
然
と
し
て
旧

時
代
の
象
徴
の
よ
う
な
秘
書

室
長
を
抱
え
て
い
る
。
彼
の

忠
誠
心
と
秘
書
室
の
安
定
を

放
棄
し
た
く
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
室
長
が
そ
の
ま
ま

で
は
革
新
に
対
す
る
大
統
領

の
意
思
を
信
じ
る
人
は
い
な

い
だ
ろ
う
。

長
雨
時
の
カ
ビ
の
よ
う
に

拡
散
す
る
風
聞
を
聞
か
な
い

た
め
に
、
大
統
領
は
自
身
の

耳
だ
け
を
ふ
さ
い
で
は
な
ら

な
い
。
カ
ビ
は
日
差
し
の
下

で
死
ぬ
も
の
だ
か
ら
だ
。

「「
記記
者者
のの
勲勲
章章
」」とと
はは
無無
縁縁

と
も
に「
不
本
意
」の
は
ず

悪
意
の
立
証
は
困
難

国
内
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
は
？

「「
不不
問問
」」範範
囲囲
広広
いい
判判
例例

言論には「自由」も「良識」も欲しい

大大
統統
領領
のの
名名
誉誉
をを
著著
しし
くく
毀毀
損損

「
噂
」を
巧
妙
に
活
用

市
民
団
体
の
告
発
受
け
捜
査

「
大
統
領
を
め
ぐ
る
風
聞
」

朝

鮮

日

報

７
月
１８
日
付

コ
ラ
ム
要
約

第２７９１号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１４年１０月２２日（水曜日）（３）
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【
大
阪
】
民
団
東
成
支
部

（
申
栄
一
支
団
長
）
は
東
成

土
曜
民
族
学
校
「

（
カ

ッ
チ
）
」
を
開
校
す
る
。
大
阪

市
立
北
鶴
橋
小
学
校
で
民
族

講
師
を
長
く
務
め
て
き
た
郭

政
義
さ
ん
（
東
成
支
部
文
教

部
課
長
）
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
す
る
。

対
象
は
小
学
校
３
～
６
年

の
児
童
。
団
員
子
弟
以
外
で

も
韓
国
文
化
に
関
心
が
あ
れ

ば
受
け
入
れ
る
。

毎
週
土
曜
日
９
～
１３
時
。

学
習
内
容
は
韓
国
語
、
英
会

話
、
民
族
楽
器
・
舞
踊
。
大

阪
で
は
生
野
区
と
布
施
、
八

尾
で
土
曜
学
校
を
開
校
し
て

い
る
が
、
英
会
話
を
学
べ
る

の
は
東
成
だ
け
。
費
用
は
教

材
・
昼
食
付
き
２
０
０
０
円

（
団
員
子
弟
１
０
０
０
円
）。

開
校
式
は
１１
月
１
日
午
前

１１
時
か
ら
民
団
東
成
支
部

（
０
６
・
６
９
７
６
・
２
３

３
１
）
で
。

【
静
岡
】
浜
松
市
の
郷
土

史
家
団
体
が
、
地
元
に
残
る

朝
鮮
通
信
使
の
足
跡
を
研
究

し
な
が
ら
韓
国
と
の
友
好
の

道
を
模
索
し
て
い
る
。
民
団

浜
松
支
部（
李
康
成
支
団
長
）

は
こ
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぼ

う
と
６
日
、
関
係
者
を
市
内

の
ホ
テ
ル
に
招
い
て
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
っ
た
。

同
団
体
の
母
体
は
郷
土
史

家
で
つ
く
る
「
井
の
国
歴
史

懇
話
会
」（
武
藤
全
裕
会
長
）。

昨
年
１
月
、
勉
強
会
で
龍
潭

寺
（
り
ょ
う
た
ん
じ
、
浜
松

市
北
区
）
に
残
る
朝
鮮
通
信

使
ゆ
か
り
の
扁
額
を
取
り
上

げ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
一

部
の
会
員
が
「
２１
世
紀
朝
鮮

通
信
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浜

松
」
（
柴
田
宏
祐
代
表
）
を

立
ち
上
げ
た
。

扁
額
は
山
門
の
「
萬
松
山

（
ば
ん
し
ょ
う
ざ
ん
）
」
と

本
殿
軒
先
の
「
龍
潭
寺
」
の

２
枚
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の

１
６
５
５
年
に
朝
鮮
通
信
使

と
し
て
来
日
し
た「
雪
峯（
せ

っ
ぽ
う
）
」
の
書
を
彫
っ
た

と
さ
れ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
昨

年
９
月
、
扁
額
の
資
料
と
龍

潭
寺
住
職
の
親
書
を
携
え
て

訪
韓
。
関
係
先
に
４
０
０
年

に
わ
た
っ
て
扁
額
を
大
切
に

守
っ
て
き
た
日
本
人
の
気
持

ち
を
伝
え
、
民
間
の
平
和
外

交
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

旨
を
伝
え
た
。
同
時
に
書
家

の
子
孫
を
探
し
出
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
始
め
た
。

こ
の
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
ユ

ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録

に
向
け
て
手
を
携
え
、
と
も

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
あ
っ
た
。

７０
年
代
初
頭
の
朴
鐘
碩
さ
ん
に
よ
る
日
立
就
職
差
別
撤
廃
闘
争
を
契
機

に
在
日
２
世
た
ち
に
よ
る
全
国
的
な
民
族
差
別
撤
廃
闘
争
を
主
導
し
て
き

た
在
日
韓
国
人
問
題
研
究
所
（
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
�
韓
聖
�
理
事
長
、
東
京
都
新

宿
区
）
が
、
今
年
で
創
立
４０
周
年
を
迎
え
た
。
１３
日
に
は
東
京
・
千
代
田

区
の
在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
記
念
の
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
（
在
日
大
韓
基
督
教
会
）

人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
っ
た
。

記念シンポで講演する�重度さん（右奥）

山門の扁額「萬松山」

記
念
シ
ン
ポ
開
く

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
の
創
立
は
７４
年

２
月
。
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
直
属
の
研

究
所
と
し
て
上
智
大
学
内
に

設
立
さ
れ
た
。
発
案
者
は
川

崎
教
会
の
故
李
仁
夏
牧
師
だ

っ
た
。

７４
年
１０
月
、
「
民
族
差
別

と
闘
う
連
絡
協
議
会
（
民
闘

連
）
」
を
組
織
化
し
、
事
務

局
と
し
て
在
日
同
胞
に
対
す

る
就
職
差
別
や
公
務
員
・
公

立
学
校
教
員
採
用
時
の
国
籍

条
項
の
撤
廃
、
社
会
保
障
、

民
族
教
育
を
求
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。

８０
年
代
に
指
紋
押
捺
拒
否

・
外
国
人
登
録
法
抜
本
改
正

運
動
が
全
国
的
に
広
が
り
を

見
せ
る
と
、
在
日
同
胞
と
支

援
の
日
本
人
、
教
会
と
市
民

団
体
、
各
地
域
と
全
国
、
日

本
と
世
界
を
結
ぶ
人
権
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
を
担
っ

た
。
そ
の
間
の
活
動
が
認
め

ら
れ
、
９２
年
に
は
東
京
弁
護

士
会
か
ら
「
人
権
賞
」
を
授

与
さ
れ
た
。

創
立
当
初
の
所
長
を
務
め

た
	
重
度
さ
ん
（
現
川
崎
教

会
長
老
、
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
副
理
事

長
）
に
よ
れ
ば
、
「
当
時
は

部
屋
は
お
ろ
か
、
紙
１
枚
も

な
か
っ
た
」
と
い
う
。
	
さ

ん
自
身
、
「
朝
鮮
人
だ
か
ら

っ
て
な
ん
で
忌
み
嫌
わ
れ
る

の
か
」
と
自
問
自
答
し
て
い

た
と
き
だ
っ
た
。

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
の
創
立
か
ら
間

も
な
く
し
て
	
さ
ん
は
崔
勝

久
さ
ん
と
と
も
に
日
立
闘
争

の
事
務
局
を
担
う
。
原
告
の

朴
さ
ん
が
勝
訴
す
る
と
、
	

さ
ん
は
支
援
者
と
と
も
に
東

京
・
千
代
田
区
の
丸
ビ
ル
５

階
に
あ
っ
た
日
立
本
社
に
赴

き
、
正
式
な
謝
罪
を
勝
ち
取

っ
た
。

	
さ
ん
は
そ
の
後
、
神
奈

川
県
川
崎
市
で
民
闘
連
運
動

の
先
頭
に
立
ち
、児
童
手
当
、

公
営
住
宅
入
居
な
ど
の
制
度

的
差
別
の
壁
を
次
々
と
突
き

崩
し
て
き
た
。
闘
争
の
成
果

は
そ
の
都
度
、
額
に
汗
し
て

手
書
き
の
「
民
闘
連
ニ
ュ
ー

ス
」
に
し
た
た
め
、
全
国
に

発
信
し
て
き
た
。

１３
日
、
記
念
シ
ン
ポ
で
講

演
を
行
っ
た
	
さ
ん
は
、「
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｋ
で
は
生
活
の
原
点
の

な
か
で
物
事
を
見
つ
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
４０
年
間
果
た
し

て
き
た
役
割
は
決
し
て
小
さ

く
な
い
。
だ
が
、
い
つ
ま
で

も
在
日
韓
国
人
と
い
う
狭
い

範
ち
ゅ
う
の
な
か
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
の

か
。
こ
れ
か
ら
は
民
族
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
全
体
の
人
権

問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提

言
し
た
。

こ
の
後
、
現
所
長
の
佐
藤

信
行
さ
ん
が
「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
４０

年
の
歩
み
」
と
題
し
て
報
告

し
た
。

京
都
国
際
学
園
で

「
土
曜
学
校
」開
校

在
日
子
弟
２５
人
登
録

【
京
都
】
第
１８
回
京
都
オ

リ
ニ
土
曜
学
校
が
こ
の
ほ

ど
、
京
都
市
東
山
区
の
京
都

国
際
学
園
で
開
校
し
た
。

在
日
子
弟
２５
人
が
登
録
。

毎
月
第
１
、
３
土
曜
日
に
簡

単
な
ハ
ン
グ
ル
や
韓
国
の
地

理
、
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
。

１２
月
の
修
了
式
に
は
、
ハ
ン

グ
ル
カ
ル
タ
大
会
と
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
予
定
し

て
い
る
。

現
場
で
運
営
に
あ
た
る
の

は
京
都
韓
国
教
育
院
（
朴
錦

銀
院
長
）
と
京
都
国
際
学
園

（
河
東
吉
校
長
）
。
共
催
の

民
団
京
都
本
部
（
王
清
一
団

長
）
で
は
、
土
曜
学
校
で
の

授
業
体
験
が
い
ず
れ
、
京
都

国
際
学
園
へ
の
入
学
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

民
団
東
京
・
中
野
支
部（
蘇

在
鳳
支
団
長
）
が
１１
、
１２
の

両
日
開
催
さ
れ
た
「
中
野
に

ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
に
「
高

麗
鍋
」
の
ブ
ー
ス
を
出
店
�

写
真
。
再
来
年
に
迫
っ
た
高

麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
区
日
韓
親
善

協
会
が
後
援
し
た
。

「
高
麗
鍋
」
は
埼
玉
県
日

高
市
の
地
元
有
志
が
、
町
お

こ
し
の
た
め
に
開
発
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
。
地
場
産
野
菜
と

高
麗
人
参
を
使
用
し
た
キ
ム

チ
味
が
条
件
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
味
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
。
１２
年
に
は
第
１０
回
埼

玉
Ｂ
級
グ
ル
メ
王
座
決
定
戦

で
入
場
し
た
７
万
２
０
０
０

人
の
投
票
で
優
勝
し
た
。

民
団
は
ト
ッ
ク
を
加
え
て

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
出
し

た
。
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
」

に
つ
き
、
原
価
割
れ
の
１
食

１
０
０
円
。
「
ピ
リ
辛
で
美

味
し
い
」と
評
判
が
広
が
り
、

２
日
間
で
約
２
０
０
０
食
を

売
り
尽
く
し
た
。こ
の
ほ
か
、

「
キ
ム
チ
た
こ
焼
き
」
も
好

評
を
博
し
た
。

蘇
支
団
長
は
「
韓
日
友
好

の
た
め
、
多
く
の
人
に
高
麗

郡
建
郡
１
３
０
０
年
を
知
ら

せ
た
か
っ
た
」と
い
う
。同
支

部
の
韓
基
成
副
団
長
は
、「
中

野
区
を
起
点
と
し
て
高
麗
鍋

を
こ
れ
か
ら
全
国
に
普
及
し

て
い
く
お
手
伝
い
を
し
た

い
。
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
味
や

博
多
明
太
子
風
味
が
あ
っ
て

も
い
い
だ
ろ
う
」と
語
っ
た
。

１２
日
に
は
隣
接
す
る
中
野

四
季
の
森
公
園
会
場
に
設
け

ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
長
谷

川
裕
子
さ
ん
（
日
高
市
教
育

委
員
）
が
、
「
第
２
回
お
や

さ
い
の
歌
か
え
う
た
全
国
歌

合
戦
」
で
優
勝
し
た
曲
「
高

麗
鍋
仲
間
歌
」
を
披
露
。
歌

に
合
わ
せ
て
「
高
麗
鍋
ダ
ン

サ
ー
ズ
」
２２
人
が
踊
っ
た
。

会
場
に
は
駐
日
韓
国
大
使
館

か
ら
李
永
求
農
務
官
、
日
高

市
か
ら
も
稲
浦
巌
市
会
議
員

が
視
察
に
訪
れ
た
。

フ
ェ
ス
タ
は
区
内
の
商
店

街
、
町
会
、
企
業
、
行
政
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
中
野
駅

周
辺
で
取
り
組
む
年
に
１
回

の
大
型
イ
ベ
ン
ト
。

【
秋
田
】
映
画
「
在
日
」

（
９７
年
、
呉
徳
洙
監
督
）
が

「
秋
田
ゆ
か
り
の
映
画
祭
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
で

上
映
さ
れ
る
。
秋
田
で
の
フ

ィ
ル
ム
上
映
は
１０
年
ぶ
り
。

呉
監
督
と
同
映
画
の
第
２
部

「
人
物
編
」
に
登
場
す
る
河

正
雄
さ
ん
は
い
ず
れ
も
秋
田

県
生
ま
れ
と
あ
っ
て
、
地
元

民
団
も
チ
ケ
ッ
ト
の
前
売
り

に
協
力
し
て
い
る
。

上
映
は
２５
日
１３
時
３０
分
か

ら
秋
田
市
会
場
の
秋
田
魁
新

報
社
さ
き
が
け
ホ
ー
ル
で
。

上
映
終
了
後
の
１７
時
５０
分
か

ら
は
呉
監
督
の
講
演
も
。
呉

監
督
は
翌
２６
日
も
同
所
で
女

優
の
小
山
明
子
さ
ん
、
岩
崎

雅
典
監
督
（
「
福
島

生
き

も
の
の
記
録


、
�
」
）
さ

ん
と
の
「
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
」

に
参
加
す
る
。

映
画
「
在
日
」
は
「
在
日

史
」
で
あ
り
、
一
方
で
「
戦

後
日
本
史
」と
も
評
さ
れ
る
。

第
１
部
「
歴
史
編
」
と
２
部

の
「
人
物
編
」
か
ら
な
る
上

映
時
間
４
時
間
を
超
す
大

作
。
解
放
５０
年
を
契
機
に
多

く
の
在
日
青
年
商
工
人
の
出

資
で
制
作
さ
れ
た
。

完
成
と
同
時
に
全
国
で
自

主
上
映
さ
れ
、
累
計
約
８
万

人
を
動
員
し
た
。
日
本
映
画

ペ
ン
グ
ラ
フ
ノ
ン
シ
ア
ト
リ

カ
ル
部
門
１
位
、
キ
ネ
マ
旬

報
ベ
ス
ト
テ
ン
文
化
映
画
部

門
２
位
、
９９
年
朝
日
ベ
ス
ト

テ
ン
入
賞
な
ど
。

呉
監
督
は
「
久
し
ぶ
り
な

の
で
、
少
々
入
れ
込
ん
で
い

る
」
と
話
す
。
大
人
９
０
０

円
（
当
日
１
０
０
０
円
）
。

同
実
行
委
（
０
１
８
・
８
８

８
・
１
８
８
７
）。

長谷川裕子さん（中央）の歌に
合わせて踊る高麗鍋ダンサーズ

９０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
花
束
が
贈
ら
れ
た

【
大
阪
】
多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
文
化
行
事
で
韓
国
と
大

阪
間
の
相
互
理
解
を
図
る
大

型
イ
ベ
ン
ト
「
コ
リ
ア
マ
ン

ス
２
０
１
４
～
友
情
と
希

望
」
（
大
阪
韓
国
文
化
院
主

催
）
が
大
阪
市
内
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。

２４
日
は
「
韓
日
伝
統
芸
術

～
絆
」（
大
丸
心
斎
橋
劇
場
）。

１１
月
１
日
に
韓
国
伝
統
衣
装

・
韓
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
（
近
鉄
ア
ー
ト
館
）
、
１１

月
２
日
に
は
松
永
貴
志
と
Ｋ

ｏ
Ｎ
に
よ
る
韓
日
交
流
ラ
イ

ブ（
近
鉄
ア
ー
ト
館
）な
ど
。

会
期
は
１１
月
１６
日
ま
で
。

開
天
節
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

兼
ね
て
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
た
９
日
の
開
幕
記

念
行
事
で
は
、
Ｋ
―
Ｔ
ｉ
ｇ

ｅ
ｒ
ｓ
が
、
テ
コ
ン
ド
の
技

と
音
楽
、
ダ
ン
ス
を
総
合
的

に
融
合
さ
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
８
０
０
人
の
招
待
客

を
沸
か
せ
た
。
大
阪
韓
国
文

化
院
（
０
６
・
６
２
９
２
・

８
７
６
７
）。

東
京
韓
国
学
校
（
呉
公
太
理
事
長
、
秋

秉
菊
校
長
）の
第
６１
回
大
運
動
会
が
１１
日
、

同
校
運
動
場
で
開
催
さ
れ
た
。
運
動
会
は

初
等
部
と
中
・
高
等
部
が
毎
年
、
交
互
に

開
催
し
て
い
る
。
今
年
は
初
等
部
の
番
。

全
校
生
が
「
白
軍
」
と
「
青
軍
」
に
分
か

れ
、
得
点
を
競
っ
た
。
発
表
会
で
は
４
年

生
に
よ
る
タ
ル
チ
ュ
ム
、
１
年
生
の
「
コ

ッ
ク
ト
ゥ
カ
ク
シ
」
�
写
真
�
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

婦
人
会
奈
良
が

敬
老
会
３０
回
目

１
０
０
人
も
て
な
す

【
奈
良
】
婦
人
会
奈
良
本

部（
李
明
美
会
長
）は
１９
日
、

市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
年
寄
り

ら
１
０
０
人
を
招
い
て
節
目

と
な
る
第
３０
回
目
の
敬
老
会

を
開
い
た
。

李
会
長
は
「
心
づ
く
し
の

も
て
な
し
を
楽
し
ん
で
、
来

年
も
ま
た
、
笑
顔
で
元
気
な

姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。出
席
者
中
、９０
歳

以
上
の
高
齢
者
に
花
束
を
贈

っ
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
な
か
で
同
本
部
コ
ー

ラ
ス
部
が
ア
リ
ラ
ン
な
ど
韓

国
民
謡
を
３
曲
披
露
し
た
。

駐
大
阪
総
領
事
館
の
李
賢

主
総
領
事
、
婦
人
会
中
央
本

部
の
朴
善
岳
会
長
、
民
団
奈

良
本
部
の
趙
政
夫
団
長
ら
が

お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
。

【
大
阪
】
「
高
麗
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
」
は
民
団
大
阪
・

布
施
支
部（
張
守
男
支
団
長
）

が
東
大
阪
市
か
ら
委
託
を
受

け
て
運
営
し
て
い
る
街
か
ど

デ
イ
ハ
ウ
ス
の
一
つ
。
国
籍

に
関
係
な
く
ご
近
所
さ
ん
が

和
気
あ
い
あ
い
と
自
分
た
ち

の
居
場
所
が
楽
し
く
な
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
運
動
機
能

向
上
の
た
め
の
エ
ア
ロ
ビ
や

チ
ャ
ン
ゴ
、
趣
味
の
韓
国
語

と
韓
国
民
謡
教
室
、
認
知
症

防
止
の
た
め
の
切
り
絵
な
ど

多
彩
。
韓
国
語
教
室
の
参
加

者
た
ち
は
、
ク
ラ
ブ
に
通
う

よ
う
に
な
っ
て
「
駅
に
表
記

さ
れ
て
い
る
韓
国
語
が
読
め

た
」、「
韓
国
語
の
歌
の
意
味

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
話
す
。

同
ク
ラ
ブ
の
前
身
は
布
施

支
部
傘
下
の
「
東
大
阪
老
人

会
」
。
韓
国
人
会
館
の
１
階

に
独
自
の
施
設
を
持
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
呉
龍

浩
支
団
長
（
現
常
任
顧
問
）

が
東
大
阪
市
に
働
き
か
け
、

０１
年
に
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス

と
し
て
認
定
を
受
け
た
。
今

年
で
１４
年
目
。
同
支
部
関
係

者
は
、
「
お
年
寄
り
た
ち
の

喜
ぶ
姿
が
何
よ
り
も
う
れ
し

い
。
日
本
の
友
人
も
誘
っ
て

た
く
さ
ん
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

東
大
阪
市
在
住
者
で
６５
歳

以
上
が
対
象
。
金
・
土
・
日

を
除
く
毎
日
１１
～
１５
時
。
料

金
は
１
日
５
０
０
円
（
昼
食

込
）。同

支
部
（
０
６
・
６
７
８

２
・
６
４
０
１
）。

笑い声が絶えない韓国語教室

三
重
日
韓
協
が

韓
国
料
理
教
室

婦
人
会
三
重
と
共
催

【
三
重
】
地
域
交
流
を
通

じ
て
韓
日
関
係
に
貢
献
し
よ

う
と
、
津
市
内
の
会
館
で
こ

の
ほ
ど
「
韓
国
料
理
体
験
教

室
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
住

民
ら
３０
人
が
参
加
し
た
�
写

真
。
三
重
県
日
韓
親
善
協
会

（
山
口
久
彦
会
長
）
と
婦
人

会
三
重
本
部（
洪
光
子
会
長
）

の
共
催
。

今
回
は
６
月
に
開
催
し
た

１
回
目
を
上
回
る
応
募
が
あ

っ
た
。
洪
会
長
は
「
た
く
さ

ん
の
日
本
の
方
に
韓
国
の
家

庭
料
理
を
紹
介
で
き
る
こ
と

は
う
れ
し
い
限
り
。
草
の
根

的
な
交
流
を
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
ん

で
い
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
「
お
酒
の
つ

ま
み
」
と
な
る
チ
ャ
プ
チ
ェ

と
さ
き
い
か
と
干
明
太
の
甘

辛
あ
え
。
洪
会
長
は
じ
め
本

部
役
員
６
人
が
各
テ
ー
ブ
ル

を
ま
わ
っ
て
指
導
し
た
。
参

加
者
は
「
帰
っ
た
ら
忘
れ
な

い
う
ち
に
さ
っ
そ
く
作
っ
て

み
る
」、「
ご
ま
油
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
健
康
に
よ
さ
そ

う
」
と
話
し
て
い
た
。

山
口
会
長
は
「
両
国
の
生

活
に
つ
い
て
食
を
通
じ
て
お

互
い
を
知
り
、

人
と
人
と
の
交

流
に
も
つ
な
げ

て
も

ら

い

た

い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

次
回
１２
月
２０

日
は
１３
時
３０
分

か
ら
津
リ
ー
ジ

ョ
ン
プ
ラ
ザ
２

階
栄
養
指
導
室

で
。
同
協
会
事

務
局
（
０
５
９

・
２
２
４
・
８

７
６
５
）。

就職、教員採用、社会保障、民族教育

「「
在在
日日
」」リリ
ババ
イイ
ババ
ルル
上上
映映
へへ

秋田で１０年ぶり
映画祭から招待

呉徳洙監督講演も

地元郷土史家団体から講師

朝朝鮮鮮通通信信使使 世世界界記記憶憶遺遺産産登登録録へへ連連携携 民
団
浜
松
支
部
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

「
土
曜
民
族
学
校
」開
校
へ

民
団
東
成

英
会
話
も
指
導

１１月から

高
麗
鍋
２
千
食
を
完
売

民団中野 地元フェスタ出店

「
高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年
」

東
京
か
ら
ア
ピ
ー
ル

国
籍
超
え
ご
近
所
さ
ん

国国
籍籍
超超
ええ
ごご
近近
所所
ささ
んん

「高麗いきいきクラブ」

韓国語教室で
和気あいあい

民
団
布
施
支
部

民
族
差
別
撤
廃
闘
争
を
主
導

「「
ＲＲ
ＡＡ
ＩＩ
ＫＫ
」」
４４００
周周
年年

「
コ
リ
ア
マ
ン
ス
」開
幕

大
阪
文
化
院

文
化
交
流
行
事
多
彩
に

１１月２日まで

はつらつ民俗遊戯
東京韓学初等部運動会

（４）２０１４年１０月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７９１号
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【
福
島
】
東
日
本
大
震
災

か
ら
３
年
半
。
大
震
災
・
大

津
波
に
加
え
て
原
発
事
故
に

も
見
舞
わ
れ
た
福
島
の
同
胞

に
と
っ
て
、
復
旧
・
復
興
は

未
だ
し
の
よ
う
だ
。
民
団
福

島
本
部
（
金
仁
河
団
長
）
が

同
胞
被
災
者
３
０
０
世
帯
を

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
こ
の
ほ
ど
、
明
ら
か
に

な
っ
た
。

震
災
後
、
安
定
し
た
収
入

を
求
め
て
新
た
な
就
業
先
を

求
め
て
き
た
が
、
「
年
齢
の

た
め
、仕
事
が
あ
ま
り
な
い
」

（
白
河
市
）。「
新
し
い
仕
事

を
み
つ
け
る
の
が
む
ず
か
し

い
。
新
入
社
員
と
し
て
入
っ

て
も
、
若
い
人
の
よ
う
に
は

仕
事
が
で
き
ず
、
つ
い
て
い

け
な
い
」（
い
わ
き
市
）。

金
銭
的
な
困
窮
か
ら
「
高

校
生
、
小
学
生
の
娘
た
ち
の

奨
学
制
度
な
ど
の
支
援
が
必

要
で
す
」
（
兵
庫
県
西
宮
市

に
避
難
中
）
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
を
会

津
市
内
に
避
難
さ
せ
て
い
る

と
い
う
同
胞
は
、
「
二
重
生

活
で
費
用
が
か
か
る
の
と
、

精
神
的
に
も
不
安
定
な
状
況

で
す
」
と
窮
状
を
訴
え
た
。

原
発
近
く
の
南
相
馬
市
で

遊
技
業
を
経
営
す
る
同
胞

は
、
「
ス
タ
ッ
フ
が
み
つ
か

ら
な
い
。
お
客
さ
ん
も
激
減

し
て
い
る
」
と
い
う
。

同
本
部
の
銭
相
文
事
務
局

長
は
、
「
被
災
者
の
皆
さ
ん

が
安
定
し
た
生
活
を
し
て
い

く
た
め
に
、
な
に
よ
り
も
優

良
な
仕
事
先
を
確
保
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
民
団
と
し

て
は
今
後
も
現
状
調
査
を
欠

か
さ
ず
続
け
、
新
た
な
対
応

策
が
出
て
き
た
と
き
に
は
速

や
か
に
対
処
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

国
際
色
豊
か
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
民
団
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー（
民
団
神
奈
川
本
部
）

は
１１
、
１２
の
両
日
、
横
浜
市

鶴
見
区
の
神
奈
川
県
立
三
ツ

池
公
園
で「
コ
リ
ア
マ
ダ
ン
」

を
開
催
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、

正
門
駐
車
場
ば
か
り
か
、
臨

時
開
放
し
た
北
門
駐
車
場
も

１
５
０
台
以
上
の
車
で
満
杯

と
な
る
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

た
。
神
奈
川
県
議
会
日
韓
親

善
議
員
連
盟
と
の
共
催
。

コ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
で
は
京

畿
民
謡
や
農
楽
の
ほ
か
、
沖

縄
エ
イ
サ
ー
、中
国
獅
子
舞
、

セ
ネ
ガ
ル
の
太
鼓
と
歌
と
ダ

ン
ス
も
登
場
。
特
別
出
演
し

た
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
Ｔ

―
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
元
メ
ン
バ
ー
、

パ
ク
・
ユ
ン
フ
ァ
に
よ
る
Ｊ

ポ
ッ
プ
ス
風
の
歌
も
会
場
を

沸
か
せ
た
。

京
畿
道
と
神
奈
川
県
が
友

好
提
携
を
結
ん
だ
の
を
記
念

し
て
つ
く
ら
れ
た
「
コ
リ
ア

庭
園
」
内
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
ト
ゥ
ホ
（
投
壺
）
に
興

じ
、伝
統
打
楽
器
に
触
れ
た
。

門
前
で
は
利
川
陶
磁
器
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
花

文
字
の
実
演
販
売
も
。

来
年
は
友
好
提
携
締
結
か

ら
２５
周
年
の
節
目
。
呉
吉
明

事
務
局
長
は
「
規
模
を
も
っ

と
で
か
く
」
と
意
欲
を
燃
や

し
て
い
た
。
１２
日
は
民
団
神

奈
川
の
金
利
中
団
長
が
開
会

宣
言
を
行
っ
た
。

日
光
市
に
協
賛

民
団
栃
木
本
部
（
南
四
郎

団
長
）
は
１１
日
、
日
光
運
動

公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催

さ
れ
た
「
日
光
け
っ
こ
う
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
日
光
市

・
日
光
観
光
協
会
・
日
光
商

工
会
議
所
共
催
）
に
協
賛
。

舞
台
で
韓
国
舞
踊
や
民
謡
な

ど
を
披
露
し
、
ソ
ル
チ
ャ
ン

ゴ
の
演
奏
を
行
っ
た
。

日
光
市
は
江
戸
に
た
ど
り

着
い
た
朝
鮮
通
信
使
が
最
後

に
訪
問
し
た
場
所
。
こ
の
縁

か
ら
民
団
は
９８
年
か
ら
毎

年
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
協

賛
し
て
い
る
。
今
年
で
１６
回

目
。ブ
ー
ス
で
は
韓
国
料
理
、

食
品
な
ど
も
販
売
し
、
人
気

を
集
め
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
こ

の
ほ
か
、
日
光
特
産
の
下
駄

を
飛
ば
す
競
技
や
直
径
２
�

の
特
大
鍋
を
使
っ
た
「
関
東

一
芋
煮
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
約
１

万
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

韓
日
親
善
の
宴
に

民
団
宮
城
本
部
（
田
柄
樽

団
長
）
は
１３
日
、
県
内
村
田

町
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
で
韓
日
親
善
野
遊
会
を

行
っ
た
。
県
日
韓
親
善
協
会

と
の
共
催
。
民
団
宮
城
文
化

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
韓
国

語
を
学
ぶ
受
講
生
や
韓
国
人

留
学
生
も
加
わ
り
、
総
勢
２

２
０
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
や
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏

に
続
き
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
に
移
っ
た
。
会
場
で
は

手
拍
子
が
沸
き
起
こ
り
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
さ
な
が
ら
の
様

相
を
見
せ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
綿
あ
め
コ
ー
ナ
ー
に
行
列

を
つ
く
っ
た
。
婦
人
会
宮
城

は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
焼
き
そ

ば
の
ほ
か
、
手
作
り
の
チ
ヂ

ミ
や
ト
ッ
ポ
ギ
、
芋
煮
を
振

る
ま
っ
た
。

受
講
生
の
久
形
美
香
さ
ん

は
、
「
お
隣
の
在
日
の
方
々

と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

日
韓
交
流
の
場
と
し
て
す
ば

ら
し
い
場
所
で
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
。
同
じ
く
高
橋

由
紀
さ
ん
も
、
「
食
事
も
ス

テ
ー
ジ
も
ほ
ん
と
う
に
楽
し

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

支
部
対
抗
戦
も

民
団
広
島
本
部
（
沈
勝
義

団
長
）
は
４
日
、
広
島
市
中

区
の
中
央
公
園
で
支
部
チ
ャ

ン
ギ
チ
ャ
ラ
ン
（
か
く
し
芸

大
会
）
を
実
施
し
た
。
駐
広

島
総
領
事
館
主
催
「
ハ
ン
マ

ダ
ン
」
の
一
環
。
団
員
、
駐

在
員
、
留
学
生
、
日
韓
親
善

協
会
の
関
係
者
な
ど
３
０
０

人
が
楽
し
ん
だ
。

同
総
領
事
館
は
３
日
の
開

天
節
を
は
さ
ん
で
１
～
４
日

を
「
コ
リ
ア
ン
ウ
ィ
ー
ク
」

と
位
置
づ
け
、
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
公

演
、
シ
ン
ポ
「
都
市
像
の
変

遷
―
ソ
ウ
ル
と
広
島
‥
復
興

と
未
来
」
（
広
島
市
立
大
学

と
の
共
催
）
、
李
英
愛
映
画

祭
な
ど
を
行
っ
た
。

「
ハ
ン
マ
ダ
ン
」
は
一
連

の
「
コ
リ
ア
ン
ウ
ィ
ー
ク
」

を
締
め
く
く
る
イ
ベ
ン
ト
。

ユ
ン
ノ
リ
大
会
、
チ
ェ
ギ
チ

ャ
ギ
対
抗
戦
、
綱
引
き
大
会

な
ど
も
行
わ
れ
た
。

住
民
交
流
深
め
る

民
団
鳥
取
本
部
（
薛
幸
夫

団
長
）
は
１１
日
、
中
部
琴
浦

町
韓
日
友
好
交
流
公
園
「
風

の
丘
」
で
開
催
し
た
。
今
年

で
７
回
目
。
琴
浦
町
長
を
は

じ
め
１
４
０
人
が
参
加
。
野

外
で
一
緒
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
ん
だ
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
青
年
会
広
島
本
部

が
サ
ム
ル
ノ
リ
、
金
一
志
韓

国
伝
統
芸
術
院
は
華
麗
に
舞

い
、
祝
祭
を
盛
り
上
げ
た
。

薛
団
長
は
「
今
年
は
江
原

道
と
鳥
取
県
と
の
交
流
が
始

ま
っ
て
２０
周
年
。住
民
同
士
、

家
族
の
よ
う
な
親
密
な
関
係

を
め
ざ
そ
う
。
具
体
的
に
は

韓
国
、
日
本
、
江
原
道
、
鳥

取
県
を
好
き
に
な
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
た
。

駐
神
戸
総
領
事
館
か
ら
李

成
権
総
領
事
が
参
席
し
た
。

学
び
の
成
果
発
表

民
団
島
根
本
部
（
李
燮
潤

団
長
）
は
１１
日
、
「
島
根
県

民
団
市
民
交
流
会
」
と
銘
打

っ
て
開
催
し
た
。
会
場
の
松

江
市
国
際
交
流
会
館
に
は
市

民
２
５
０
人
が
訪
れ
た
。

同
本
部
の「
１０
月
マ
ダ
ン
」

は
一
連
の
多
文
化
共
生
事
業

を
締
め
く
く
る
場
。
会
場
に

は
「
体
験
し
よ
う
、
韓
国
の

伝
統
韓
紙
工
芸
」
受
講
生
の

作
品
を
展
示
。舞
台
で
は「
習

っ
て
み
よ
う
、
韓
国
の
伝
統

舞
踊
」
に
参
加
し
た
受
講
生

が
、
「
扇
の
舞
」
を
披
露
し

た
。
最
後
は
観
客
も
一
緒
に

な
っ
て
韓
国
民
謡
を
歌
っ

た
。来

場
者
か
ら
は
「
来
て
よ

か
っ
た
」
「
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
」
「
心
に
伝
わ
る

感
動
を
受
け
た
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
到
来

と
と
も
に
民
団
恒
例
の

「
１０
月
の
マ
ダ
ン
」
が
各

地
で
目
白
押
し
。
同
胞
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
も

一
緒
に
な
っ
て
韓
国
の
文

化
を
楽
し
ん
で
い
る
。

在日向け手作り
京都国際・金剛教員共同

【
大
阪
】
韓
国
の
通
史
を
在
日
同
胞
向
け
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
副
読
本
が
、
京
都
国
際
学
園
と
大
阪
の

金
剛
学
園
２
校
の
教
師
の
共
同
作
業
で
完
成
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
京
都
・
大
阪
と
と
も
に
あ
る
韓
国
史
』
（
本

文
１
４
６
�
）。
編
集
に
あ
た
っ
て
は
金
剛
学
園
の
在
校
生
も
協
力
し
た
。
両
校
の
授
業
で
使
用
さ
れ
る
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
韓
国

か
ら
歴
史
専
攻
者
２
人
を
迎

え
た
。
こ
こ
に
両
校
の
校
長

と
歴
史
の
担
当
教
員
が
加
わ

り
、
合
わ
せ
て
７
人
で
各
章

ご
と
に
執
筆
を
分
担
し
た
。

中
学
２
年
生
の
学
習
者
を
意

識
し
て
、
京
都
と
大
阪
に
根

ざ
し
た
韓
日
関
係
史
を
中
心

に
、
東
ア
ジ
ア
的
視
点
も
多

く
盛
り
込
ん
だ
。

コ
ラ
ム
に
は
京
都
と
大
阪

に
残
る
韓
日
交
流
に
関
わ
る

史
跡
、
在
日
同
胞
集
落
の
形

成
、解
放
後
の
識
字
学
級「
オ

モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
」
な
ど
を
取

り
上
げ
て
お
り
、
親
し
み
や

す
い
。
主
な
学
習
者
層
が
韓

半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
日
本

生
ま
れ
の
４
世
世
代
で
あ
る

こ
と
を
意
識
し
た
。

開
発
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

役
を
務
め
た
金
剛
学
園
の
朴

星
奇
教
諭
は
、
「
１２
年
ま
で

は
韓
国
語
と
日
本
語
で
構
成

さ
れ
た
韓
国
の
教
科
書
を
そ

の
ま
ま
使
っ
て
き
た
。だ
が
、

在
日
韓
国
人
の
立
場
か
ら
見

る
と
難
解
で
、
必
要
の
な
い

内
容
も
多
か
っ
た
。
在
日
学

生
の
目
線
に
立
っ
た
親
し
み

や
す
い
教
材
が
必
要
だ
っ

た
」
と
話
す
。

昨
年
８
月
に
計
画
。
執
筆

メ
ン
バ
ー
は
１
カ
月
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
両
校
を
往
復
。

内
容
と
叙
述
方
法
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
、
今
年
７
月
に

完
成
し
た
。
全
般
的
な
歴
史

の
叙
述
に
つ
い
て
は
韓
国
の

専
門
研
究
者
と
金
剛
の
教
師

が
担
当
。
前
書
き
の
在
日
韓

国
学
校
と
韓
国
人
社
会
に
関

す
る
部
分
、
６
～
７
章
の
解

放
後
の
在
日
韓
国
人
史
に
つ

い
て
は
京
都
国
際
の
在
日
同

胞
教
員
が
中
心
と
な
っ
た
。

特
に
７
章
「
２１
世
紀
仲
直

り
と
共
存
の
た
め
に
」
で
は

独
島
、日
本
軍「
い
あ
ん
婦
」、

靖
国
な
ど
の
問
題
を
取
り
上

げ
、
「
ど
の
よ
う
に
解
決
す

べ
き
か
」
を
生
徒
自
ら
が
考

え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

執
筆
を
終
え
る
と
、
教
材

を
実
際
に
使
用
す
る
生
徒
た

ち
が
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
。
す
る
と
、
「
以
前
の
教

科
書
よ
り
内
容
が
ぐ
っ
と
親

し
み
や
す
く
な
っ
た
」
「
韓

日
関
係
が
充
実
し
て
い
て
、

私
た
ち
が
い
ま
住
む
地
域
の

歴
史
が
よ
く
わ
か
る
」
と
好

意
的
な
反
応
が
返
っ
て
き
た

と
い
う
。

朴
教
諭
は
、
「
こ
の
本
は

韓
国
で
試
験
を
受
け
る
学
生

た
ち
の
た
め
の
教
本
で
は
な

く
、
日
本
の
京
都
、
大
阪
で

暮
ら
す
韓
国
人
と
日
本
人
の

た
め
に
書
い
た
韓
日
関
係
の

未
来
を
照
ら
す
教
材
だ
。
こ

れ
か
ら
も
最
良
の
教
材
を
め

ざ
し
て
改
訂
を
重
ね
て
い

く
。
こ
れ
が
終
わ
り
な
の
で

は
な
く
、
小
さ
な
一
歩
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

次
回
、
高
校
生
向
け
「
東

ア
ジ
ア
教
材
」
を
計
画
中
。

右側が今回開発した『韓国史』。左側は日本の地理
と歴史を整理した昨年製作の副読本（金剛学園）

【
奈
良
】
奈
良
県
議
会
は

６
日
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根

絶
の
た
め
の
国
内
法
の
整
備

を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
に
関
す
る
意
見
書
案

を
都
道
府
県
議
会
レ
ベ
ル
で

可
決
し
た
の
は
奈
良
が
初
。

今
年
７
月
に
は
大
阪
高
裁

が
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
許

さ
れ
な
い
」
と
明
確
に
判
断

し
た
。
ま
た
、
国
連
人
種
差

別
撤
廃
委
員
会
も
８
月
、「
捜

査
を
行
い
、
必
要
な
場
合
に

は
起
訴
す
る
べ
き
だ
」
と
日

本
政
府
に
勧
告
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

奈
良
は
差
別
に
抗
し
た
水

平
社
運
動
ゆ
か
り
の
地
。
１１

年
、
御
所
市
の
水
平
社
博
物

館
前
で
差
別
用
語
を
用
い
、

被
差
別
部
落
の
住
民
や
出
身

者
を
差
別
・
侮
辱
を
行
う
街

頭
宣
伝
行
為
に
、
奈
良
地
裁

は
差
別
と
認
め
、
損
害
賠
償

を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
東
京
の
国
立

市
、
１
日
に
は
名
古
屋
市
議

会
で
も
「
早
急
な
対
策
を
講

じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
」

意
見
書
を
採
択
し
て
い
る
。

約１万人でにぎわった「日光けっこうフェスタ」会場

金秋江会長（右）を囲んでの交流会

チャンギチャラン優勝の金秀
姫さん（賀茂支部）を祝福す
る沈勝義広島本部団長（右）

【
岡
山
】
民
団
岡
山
本
部

（
宋
燦
錫
団
長
）
は
４
日
、

岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
県
内

の
主
要
政
党
団
体
の
代
表
と

「
韓
日
４
者
懇
談
会
」
を
行

っ
た
。
参
加
者
は
合
わ
せ
て

３１
人
。
自
民
党
岡
山
県
支
部

連
合
会
か
ら
５
人
、
公
明
党

岡
山
県
本
部
か
ら
５
人
が
参

加
。
駐
神
戸
総
領
事
館
か
ら

は
李
成
権
総
領
事
ら
４
人
が

加
わ
っ
た
。

テ
ー
マ
は
「
韓
日
首
脳
会

談
の
早
期
実
現
を
！
」
。
４

団
体
の
代
表
と
も
「
こ
の
ま

ま
の
状
態
で
韓
日
国
交
正
常

化
５０
周
年
を
迎
え
て
い
い
わ

け
は
な
い
」
と
の
認
識
で
一

致
。
宋
団
長
が
、
「
５０
周
年

を
前
に
首
脳
会
談
が
実
現

し
、
内
容
の
あ
る
共
同
宣
言

が
出
さ
れ
る
の
を
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

自
民
党
の
天
野
学
県
議
会

議
員
（
同
岡
山
県
支
部
連
合

会
代
表
）
は
、
「
岡
山
県
は

韓
日
間
の
都
市
交
流
が
活
発

で
、
嫌
韓
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
も
起
き
て
い
な
い
」
と
指

摘
。
「
さ
ら
な
る
民
間
交
流

が
韓
日
関
係
打
開
の
鍵
を
握

る
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

４
者
懇
談
会
は
民
団
岡
山

本
部
が
主
催
。
各
団
体
共
通

の
関
心
事
を
テ
ー
マ
に
隔
年

で
開
催
し
て
い
る
。

来
年
の
韓
日
国
交
正
常

化
５０
周
年
を
控
え
、
民
団

で
は
両
国
の
親
善
を
民
間

の
立
場
か
ら
さ
ら
に
進
め

る
一
環
と
し
て
、
「
日
韓

音
楽
交
流
午
後
の
ひ
と
と

き
」
を
１１
月
１
日
に
韓
国

中
央
会
館
で
開
催
す
る
。

韓
国
側
は
著
名
な
在
日

韓
国
人
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ヌ
さ
ん
。

曲
目
は
韓
日
の
親
し
み
や

す
い
歌
曲
な
ど
。
日
本
側

か
ら
は
明
治
大
学
マ
ン
ド

リ
ン
倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

世
界
の
映
画
音
楽
や
ラ
テ

ン
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
な

ど
。１４

時
開
演
（
開
場
１３
時

半
）
。
入
場
料
は
２
５
０

０
円
（
当
日
券
の
み
）。

問
い
合
わ
せ
は
組
織
局

（
０
３
・
３
４
５
４
・
４

６
１
７
、
�
哲
恩
）。

【
大
阪
】
婦
人
会
大
阪
本

部
（
金
秋
江
会
長
）
は
各
支

部
か
ら
若
手
会
員
を
呼
ん
で

懇
談
す
る
「
次
世
代
育
成
交

流
会
」
を
１１
日
か
ら
大
阪
市

内
の
飲
食
店
で
始
め
た
。
各

自
か
ら
意
見
を
聞
き
、
組
織

活
性
化
へ
活
か
す
の
が
目

的
。第

１
回
は
生
野
西
、東
成
、

住
吉
の
３
支
部
が
対
象
。
白

頭
学
院
建
国
学
校
か
ら
も
保

護
者
が
加
わ
り
、
参
加
者
は

全
体
で
１０
人
だ
っ
た
。
本
部

か
ら
は
金
会
長
と
朴
米
子
総

務
部
長
が
参
席
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
若
い

人
は
婦
人
会
の
こ
と
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
」
（
住
吉
支

部
）、「
私
た
ち
若
手
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
、
そ
の
糸
口

を
作
っ
て
ほ
し
い
」
（
建
国

父
兄
）、「
今
ま
で
こ
う
い
っ

た
交
流
会
が
な
か
っ
た
の
で

新
し
い
力
に
な
り
そ
う
」（
生

野
西
支
部
）、「
婦
人
会
に
行

く
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩
た

ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、

元
気
に
な
る
」（
東
成
支
部
）

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

金
会
長
は
「
組
織
は
人
が

集
ま
っ
て
こ
そ
力
を
発
揮
す

る
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
力

を
婦
人
会
に
い
か
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

近
畿
ブ
ラ
イ
ダ
ル

間
も
な
く
締
切
り

【
大
阪
】
民
団
近
畿
地
協

初
の
合
同
ブ
ラ
イ
ダ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
開
催
が
迫
っ
て
い

る
。
申
し
込
み
の
受
付
は
３１

日
ま
で
。
同
実
行
委
員
会
で

は
「
近
畿
４
府
県
の
な
か
か

ら
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
応
募

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

男
性
は
満
４５
歳
、
女
性
は

４０
歳
ま
で
。
基
本
的
に
初
婚

が
条
件
。
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

と
婦
人
会
手
作
り
の
韓
国
料

理
を
つ
ま
み
な
が
ら
の
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
る
。

１１
月
１６
日
１１
時
～
１５
時
３０

分
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪
韓

国
人
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

で
。
３
０
０
０
円
。
大
阪
コ

リ
ア
ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー

（
０
６
・
６
３
７
１
・
１
１

８
４
）
。
特
に
男
性
の
参
加

を
歓
迎
し
て
い
る
。

「
こ
の
光
景
、

ど
こ
か
で
見
た

な
」９

月
、
夏
季

休
暇
で
数
年
ぶ

り
に
韓
国
へ
行

っ
た
。
金
浦
空

港
や
バ
ス
、
明

洞
で
も
聞
こ
え

て
き
た
の
は
中

国
語
。
「
日
本

語
が
恋
し
い
」

翌
日
、
朝
食
を
食
べ
に
明
洞
の
粥

専
門
店
に
行
く
と
２
組
の
先
客
が
あ

っ
た
。
日
本
人
女
性
グ
ル
ー
プ
は
、

す
で
に
注
文
を
終
え
て
料
理
を
待
っ

て
い
た
。
中
国
人
女
性
グ
ル
ー
プ
は

メ
ニ
ュ
ー
を
見
な
が
ら
検
討
中
。

韓
国
語
で
注
文
し
た
私
た
ち
在
日

組
み
は
最
後
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
か

最
初
に
運
ば
れ
て
き
た
。「
？
」。
最

後
に
来
た
の
は
日
本
人
組
だ
。
日
本

人
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
か
。
今
、
韓

国
と
日
本
の
関
係
が
良
く
な
い
か

ら
？

「
ま
さ
か
」
な
ど
と
と
思
い

つ
つ
、
彼
女
た
ち
を
見
る
と
韓
国
語

は
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
様
子
。
「
こ

れ
じ
ゃ
、
文
句
の
一
つ
も
言
え
な
い

な
」
と
気
の
毒
に
な
っ
た
。

明
洞
で
目
に
つ
い
た
の
は
コ
ス
メ

店
と
中
国
語
の
看
板
の
多
さ
だ
。
中

国
人
観
光
客
の
目
的
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
で
、
ブ
ラ
ン
ド
品
、
コ
ス
メ
が
人

気
だ
と
店
員
か
ら
聞
い
た
。
複
数
の

買
い
物
袋
を
手
に
し
た
人
た
ち
を
見

て
い
た
時
、
東
京
・
新
大
久
保
の
街

が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
。

以
前
、
韓
流
ブ
ー
ム
で
新
大
久
保

や
明
洞
な
ど
は
、
日
本
人
で
あ
ふ
れ

か
え
っ
て
い
た
。
明
洞
は
今
、
中
国

人
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
仮
に
、
コ

ス
メ
店
ば
か
り
が
増
え
て
い
っ
た

ら
、
新
大
久
保
と
何
ら
変
わ
り
な
い

じ
ゃ
ん
。
新
大
久
保
は
韓
日
関
係
の

悪
化
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
よ
っ
て

客
足
が
遠
の
い
た
が
、
理
由
は
そ
れ

だ
け
か
。
ブ
ー
ム
に
便
乗
し
、
状
況

に
甘
ん
じ
て
努
力
を
怠
れ
ば
名
店
で

も
姿
を
消
す
し
、
客
は
去
る
。

明
洞
の
皆
さ
ん
！

中
国
か
ら
人

が
わ
ん
さ
か
来
る
か
ら
と
い
っ
て
、

胡
座
を
か
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
新
大

久
保
の
二
の
舞
を
踏
ま
ぬ
よ
う
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
。
そ
し
て
、
ほ
う
ぼ

う
か
ら
日
本
語
が
聞
こ
え
て
く
る
街

に
戻
る
こ
と
を
願
う
。

（
Ｅ
）

韓
日
文
化
交
流
会

地
域
住
民
と
共
に

民
団
泉
州
が
１１
月
に

【
大
阪
】
民
団
泉
州
支
部

は
「
第
２
回
韓
日
文
化
交
流

会
ｉ
ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｕ
」

を
１１
月
１６
日
、
１２
時
３０
分
か

ら
泉
大
津
市
民
会
館
で
開
催

す
る
。
昨
年
に
続
き
、
地
域

住
民
と
実
行
委
員
会
を
構
成

し
た
。

第
１
部
が
白
頭
学
院
建
国

伝
統
芸
術
部
と
府
立
芥
川
高

校
和
太
鼓
部
に
よ
る
競
演
。

２
部
は
韓
国
の
劇
団
ｃ
ｏ
ｒ

ｅ
ａ
に
よ
る
「
春
香
伝
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
公
演
と
韓
日
弁
論
。
３
部

は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ

Ｐ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
「
手

を
繋
い
で
」。

入
場
料
１
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）
。
収
益
金
は
旅
客

船
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
募

金
に
寄
付
す
る
。
民
団
泉
州

支
部
（
０
７
２
５
・
３
２
・

５
４
５
２
）。

「
ス
ケ
ッ
チ
教
室
」

民
団
左
京
で
開
設

金
愛
子
さ
ん
講
師
に

【
京
都
】
在
日
の
女
流
画

家
、
金
愛
子
さ
ん
（
５８
）
が

こ
の
ほ
ど
、
民
団
京
都
・
左

京
支
部
（
金
光
鳳
支
団
長
）

で
静
物
を
題
材
に
第
１
回
ス

ケ
ッ
チ
教
室
を
開
い
た
。
団

員
２０
人
が
参
加
。
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
た
ま
ね
ぎ
、
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
を
題
材
に
ひ
と
と
き

の
間
、画
家
気
分
に
浸
っ
た
。

参
加
者
は
年
配
者
を
中
心

に
２０
人
。
な
か
に
は
小
学
校

３
年
の
少
女
も
。
染
色
業
が

盛
ん
だ
っ
た
地
域
だ
け
に
、

捺
染
や
色
付
配
色
を
経
験
し

た
人
が
お
り
、
指
導
に
あ
た

る
金
さ
ん
を
驚
か
せ
る
作
品

も
見
ら
れ
た
。
作
品
が
で
き

あ
が
る
と
、
誰
と
も
な
し
に

「
い
つ
か
は
展
覧
会
を
」
と

い
う
声
も
あ
が
っ
た
。

金
さ
ん
は
母
親
の
故
郷
で

あ
る
全
羅
北
道
南
原
と
、
生

ま
れ
育
っ
た
京
都
を
題
材
に

風
景
画
を
描
き
、「
光
陽
展
」

な
ど
の
公
募
展
で
た
び
た
び

入
賞
し
て
い
る
。

訂
正

８
日
付
民
団
湘
南

西
部
支
部
「
囲
碁
ク
ラ
ブ
開

設
」記
事
中
、星
野
正
樹
日
本

棋
院
８
段
は「
在
日
同
胞
」で

は
な
く「
日
本
人
」で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

中国人さまさまはいいけれど…

安
定
し
た
働
き
口
求
む

福
島

同
胞
被
災
者
が
窮
状
訴
え
民団調査

奈
良
県
議
会
も
意
見
書

ヘ
イ
ト
Ｓ
規
制

都
道
府
県
レ
ベ
ル
初

韓
日
関
係
史
を
重
視

中
２
向
け

学
習
者
の
目
線
で

自
・
公
県
議
と
意
見
交
換

民
団
岡
山

韓
日
関
係
改
善
め
ざ
し

音
楽
で
韓
日
交
流

１１
月
１
日
、韓
国
中
央
会
館

韓国通史

若手の声反映へ婦人会
大 阪

支
部
単
位
で
交
流

深深
まま
るる
秋秋
韓韓
国国
色色
映映
ええ
るる

「
１０
月
マ
ダ
ン
」多
彩
に

第２７９１号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１４年１０月２２日（水曜日）（５）
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音楽祭

渡来人まつり

講演会

日
本
で
韓
国
料
理
の
普
及

に
努
め
る
趙
善
玉
料
理
研
究

院
の
趙
善
玉
院
長
は
こ
の
ほ

ど
、
韓
国
農
水
産
食
品
流
通

公
社
開
催
の
「
韓
国
食
品
名

人
」
で
、
餅
名
人
と
キ
ム
チ

名
人
を
ダ
ブ
ル
受
賞
。
１６
日

に
東
京
・
港
区
の
ホ
テ
ル
で

「
名
人
受
賞
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
」
が
行
わ
れ
た
。

「
食
品
名
人
」
は
、
１
９

９
４
年
か
ら
、
韓
国
料
理
の

継
承
・
発
展
に
貢
献
し
た
人

を
対
象
に
選
ん
で
い
る
。
基

準
は
料
理
本
の
出
版
状
況
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
料

理
の
監
修
や
作
品
性
な
ど
が

総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
。

趙
院
長
は
日
本
で
は
唯
一

の
受
賞
者
で
、
韓
国
で
も
ダ

ブ
ル
受
賞
は
初
め
て
。

趙
院
長
は
祝
賀
会
の
あ
い

さ
つ
で
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
こ
の
場
に
立
て
た
」
と
ス

タ
ッ
フ
、
弟
子
ら
関
係
者
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
後
、「
韓

国
の
料
理
研
究
家
に
な
っ
た

ら
」
と
背
中
を
押
し
た
夫
の

話
し
も
披
露
。
さ
ら
に
「
私

は
ノ
ー
と
い
う
の
は
嫌
い
。

な
ん
で
も
イ
エ
ス
。
そ
の
言

葉
で
ど
こ
に
行
っ
て
も
成
功

し
ま
す
。
こ
れ
が
始
ま
り
だ

と
思
っ
て
前
に
進
み
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

在
日
全
羅
北
道
道
民
会
の

金
誠
立
会
長
、
高
麗
神
社
の

高
麗
文
康
宮
司
ら
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
餅
や
キ

ム
チ
な
ど
の
韓
国
料
理
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。

ム
ン
ギ
ョ
ン

リ
ン
ゴ
畑
を
見
な
が
ら
聞

慶

に
着
い
た
。
目
指
す
は
町
は
ず
れ

セ

の
セ
ジ
ェ
。
鳥
も
越
え
る
の
が
難

チ
ョ
リ
ョ
ン

し
い
と
さ
れ
た
峠
道
。
鳥

嶺
と
も

キ
ョ
ン
サ
ン

ド

ヨ
ン
ナ
ム

呼
ば
れ
、
慶
尚
道
方
面
を
嶺
南
と

言
う
の
は
こ
の
峠
よ
り
南
の
地
域

だ
か
ら
だ
。
峻
厳
な
難
所
と
し
て

天
下
に
名
高
く
、
交
通
は
も
と
よ

り
、
流
通
や
防
衛
を
含
め
、
朝
鮮

随
一
の
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
。

多
く
の
人
々
が
こ
の
峠
を
越
え

と

ひ

ポ

た
。
都
鄙
を
往
復
す
る
官
吏
、
褓

プ

サ
ン

負
商
と
呼
ば
れ
た
行
商
人
の
隊

列
、
日
本
に
向
か
う
朝
鮮
通
信
使

イ
ム
ジ
ン
ウ
ェ
ラ
ン

の
一
行
、
壬
辰
倭
乱
の
際
に
は
秀

吉
軍
も
こ
こ
を
越
え
た
。
だ
が
今

日
、
峠
を
越
え
た
者
た
ち
の
中
で

特
に
強
調
さ
れ
る
の
は
、
人
材
登

用
の
た
め
に
国
が
行
う
科
挙
の
試

験
を
受
け
に
都
に
の
ぼ
る
ソ
ン
ビ

（
士
大
夫
）
た
ち
で
あ
る
。

道
の
脇
に
ソ
ン
ビ
像
が
た
っ
て

い
た
。
周
り
に
は
そ
の
暮
ら
し
を

描
い
た
レ
リ
ー
フ
が
置
か
れ
て
い

る
。
読
書
や
風
流
の
た
し
な
み
、

官
職
の
務
め
、
セ
ジ
ェ
越
え
の
一

景
も
あ
る
。
秀
吉
軍
と
戦
う
義
兵

の
指
揮
や
農
民
の
技
術
指
導
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
多
分
に
理
想
型
を

追
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

セ
ジ
ェ
の
関
門
に
行
き
つ
く
前

に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
が
で
き

イ
エ
ッ

キ
ル

て
い
る
。
昔
の
道
博
物
館
―
。
こ

こ
で
の
主
役
は
文
字
通
り「
道
」。

朝
鮮
全
土
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
街

道
の
図
示
を
始
め
、
当
時
の
旅
人

の
出
で
立
ち
や
持
ち
物
、
各
種
の

地
誌
な
ど
の
展
示
が
主
だ
が
、
飽

き
さ
せ
な
い
。
「
道
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
生
き
て
い

る
。
聞
慶
セ
ジ
ェ
と
い
う
朝
鮮
随

一
の
峠
か
ら
眺
め
る
こ
と
で
、
徒

歩
で
人
々
が
往
来
し
た
時
代
の
道

の
意
味
が
お
の
ず
と
見
て
と
れ

る
。博

物
館
を
出
て
道
を
歩
い
た
。

し
ゅ
ん
け
ん

や
が
て
峻

嶮
な
山
並
み
を
背
に

堂
々
た
る
関
門
が
見
え
て
き
た
。

チ
ュ
フ
ル
グ
ァ
ン

「
主
屹

関
」
の
扁
額
を
掲
げ
た

楼
閣
の
下
を
く
ぐ
る
と
、
裏
側
に

は
「
嶺
南
第
一
関
」
の
扁
額
が
掲

げ
ら
れ
て
い
た
。
い
か
に
も
こ
こ

を
第
一
関
門
と
し
て
、
三
つ
の
関

門
が
峠
道
に
沿
っ
て
た
つ
。
第
二

チ
ョ
ゴ
ク
ク
ァ
ン

関
門
の
鳥
谷

関
ま
で
が
３
�
、
そ

チ
ョ
リ
ョ
ン
グ
ァ
ン

こ
か
ら
第
三
関
門
の
鳥

嶺

関
ま

で
が
３
・
５
�
に
な
る
。
第
二
関

門
ま
で
は
比
較
的
緩
や
か
だ
が
、

そ
こ
か
ら
厳
し
い
山
道
に
な
る
。

主
屹
関
を
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
聞

慶
セ
ジ
ェ
の
峠
道
へ
と
足
を
踏
み

入
れ
た
。
燦
々
た
る
陽
光
を
受
け

て
道
は
白
く
輝
き
、
木
々
の
枝
葉

ま
だ
ら

が
影
を
落
と
し
て
斑

紋
様
を
描

く
。
高
み
か
ら
鳥
の
声
が
降
っ
て

く
る
が
、
木
立
が
切
れ
る
と
傍
ら

を
流
れ
る
川
の
音
が
迫
っ
て
く

る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
巨
大
な
奇

岩
が
現
れ
て
目
を
奪
う
。

自
然
の
中
の
道
を
行
く
だ
け
で

も
爽
快
だ
が
、
博
物
館
で

の
見
聞
が
胸
を
弾
ま
せ
て

い
る
。
青
雲
の
志
を
抱
い

て
考
試
に
向
か
う
昔
日
の

ソ
ン
ビ
や
、
重
い
荷
物
を

担
い
で
都
に
の
ぼ
る
行
商

人
の
足
ど
り
に
重
ね
る
よ

う
に
、
私
も
古
い
道
に
歩

み
を
記
し
て
行
く
。

し
ば
ら
く
し
て
、
官
吏
の
た
め

チ
ョ
リ
ョ
ン
ウ
ォ
ン

の
宿
所
だ
っ
た
と
い
う
鳥

嶺

院

址
に
至
っ
た
。
か
つ
て
聞
慶
セ
ジ

ヨ
ク

ウ
ォ
ン

ェ
に
は
官
吏
用
の
駅
や
院
、
一
般

チ
ョ
ム

チ
ュ
マ
ク

人
用
の
店
や
酒
幕
な
ど
、
宿
泊
施

設
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
疲
れ

た
足
を
休
め
、
飯
や
酒
を
せ
が
む

旅
人
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

だ
。足

で
踏
み
、
確
か
め
る
歴
史
が

あ
る
。
踏
査
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
現
場
を
訪
ね
、
足
で
取
材
す

る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
は
多

い
。私
に
と
っ
て
聞
慶
セ
ジ
ェ
は
、

そ
の
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ

る
道
で
も
あ
る
。

歴
史
を
訪
ね
各
地
に
踏
査
を
重

ね
て
き
た
。
道
を
だ
い
ぶ
来
た
に

は
違
い
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
続
く

道
を
、
そ
こ
で
の
様
々
な
出
会
い

を
楽
し
み
に
し
た
い
…
そ
の
願
い

を
励
み
に
、
峠
へ
の
道
を
し
か
と

踏
み
し
め
て
進
ん
だ
。
（
作
家
）

日
韓
文
化
交
流
基
金
は
、

未
来
志
向
的
な
日
韓
関
係
を

築
く
た
め
、
国
民
レ
ベ
ル
の

文
化
交
流
の
増
進
を
目
的
と

し
て
、
１
９
８
３
年
１２
月
１５

日
に
誕
生
し
た
。

日
韓
両
国
政
府
の
支
援
の

も
と
、
各
種
の
青
少
年
交
流

や
学
術
交
流
等
の
事
業
を
実

施
し
、
日
韓
間
の
相
互
理
解

と
信
頼
関
係
の
増
進
と
い
う

設
立
目
標
実
現
の
た
め
邁
進

し
て
き
た
。
設
立
以
来
、
日

韓
関
係
の
節
目
に
お
い
て
、

両
国
首
脳
会
談
や
外
相
会
談

に
よ
り
各
種
事
業
が
設
け
ら

れ
、
実
施
団
体
と
し
て
、
３０

年
が
経
っ
た
。

中
心
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ

る
青
少
年
交
流
事
業
は
、
１

９
８
９
年
か
ら
韓
国
国
立
国

際
教
育
院
（
当
時
・
韓
国
学

術
振
興
財
団
）
や
外
交
部
な

ど
と
の
密
接
な
関
係
の
も

と
、
次
代
を
担
う
日
韓
の
青

少
年
及
び
教
員
を
対
象
に
実

施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
参
加

者
は
３
万
人
に
の
ぼ
る
。

日
程
は
相
手
国
の
社
会
に

直
接
触
れ
、
人
び
と
と
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校

訪
問
、科
学
技
術
施
設
見
学
、

文
化
体
験
等
で
構
成
さ
れ
、

都
市
部
の
み
で
な
く
地
方
都

市
を
も
訪
問
し
、
よ
り
多
様

性
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
創
立
３０
周
年

記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

『
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀

賞
作
品
集
』を
ま
と
め
た
が
、

中
高
生
た
ち
は
、
「
訪
問
国

の
イ
メ
ー
ジ
が
１
８
０
度
変

わ
っ
た
」
「
日
本
と
韓
国
の

間
に
は
友
情
と
思
い
や
り
の

強
い
絆
だ
け
が
あ
る
」
「
日

韓
相
互
協
力
に
よ
っ
て
互
い

の
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
合

え
ば
、
世
界
に
大
き
く
貢
献

で
き
る
」と
い
っ
た
率
直
で
、

前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
て
い
る
。

一
方
、
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

（
学
術
研
究
者
交
流
）
事
業

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
２５
年
間

に
、
招
へ
い
は
６
０
３
人
、

派
遣
は
７０
人
に
い
た
り
、
フ

ェ
ロ
ー
経
験
者
の
多
く
が
各

領
域
で
活
躍
し
、
責
任
あ
る

立
場
か
ら
日
韓
両
国
に
つ
い

て
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
韓
の
知
識
人
の

知
的
対
話
で
あ
る
、
日
韓
文

化
交
流
会
議
、
日
韓
歴
史
共

同
研
究
委
員
会
、
日
韓
新
時

代
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
、
数
多
く
の
会
議
事
業
で

は
広
範
に
わ
た
り
、
多
く
の

時
間
と
努
力
を
充
当
し
、
運

営
・
実
施
機
関
と
し
て
着
実

に
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

両
国
民
の
信
頼

回
復
へ
全
力
で

文
化
交
流
会
議
で
は
両
国

政
府
に
提
言
が
提
出
さ
れ
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し

て
日
韓
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
共
同
公
演
や
朗
読
会
が

開
催
さ
れ
た
。
ま
た
歴
史
共

同
研
究
で
は
合
計
４
０
０
０

�
も
の
報
告
書
が
作
成
、
公

開
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
３０
年
間
の
足

跡
を
振
り
返
り
、
当
基
金
の

事
業
実
績
と
活
動
記
録
と
し

て
、
本
年
６
月
に
『
日
韓
文

化
交
流
基
金
３０
年
史
』
を
刊

行
し
て
お
り
、
読
者
の
方
々

に
は
、
ぜ
ひ
御
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

顧
み
る
と
、
日
韓
文
化
交

流
基
金
で
実
施
し
た
事
業
の

参
加
者
お
よ
び
関
係
者
で
あ

る
青
少
年
、
学
者
研
究
者
、

文
化
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
界
、
草

の
根
活
動
関
係
者
が
、
い
ま

で
は
日
韓
を
つ
な
ぐ
大
き
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
、
両

国
の
関
係
を
下
支
え
す
る
役

割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
と

自
負
し
て
い
る
。

近
年
、
年
間
５
０
０
万
人

も
の
人
び
と
が
行
き
来
す
る

大
交
流
時
代
に
入
り
、
来
年

は
国
交
正
常
化
５０
周
年
を
迎

え
る
。
そ
ん
な
現
在
の
時
点

に
お
い
て
も
、
日
韓
両
国
の

関
係
は
過
去
の
歴
史
か
ら
決

し
て
自
由
で
は
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
韓
文
化
交
流
基

金
は
今
ま
で
築
い
て
き
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強
化

し
、
今
後
の
３０
年
に
向
け
地

道
な
が
ら
も
着
実
に
両
国
国

民
の
理
解
と
信
頼
関
係
を
強

固
な
も
の
に
す
べ
く
努
力
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

多胡 吉郎
弟
子
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
花

束
を
手
に
す
る
趙
善
玉
さ
ん

３９

聞慶セジェの第一関門「主屹関」

２
０
０
４
年
８
月
に
ス
ペ

シ
ャ
ル
ア
ル
バ
ム
「
初
恋
」

で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
柔

ら
か
く
、
透
明
感
の
あ
る
歌

声
で
多
く
の
フ
ァ
ン
の
心
を

魅
了
し
て
き
た
歌
手
、
Ｒ
ｙ

ｕ
さ
ん
の
日
本
デ
ビ
ュ
ー
１０

周
年
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル

バ
ム
「
静
か
に
恋
を
し
て
」

	
写
真
	
が
、
Ｚ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
か
ら
発
売

さ
れ
た
。

Ｒ
ｙ
ｕ
さ
ん
が
長
年
、
尊

敬
し
て
き
た
玉
置
浩
二
さ
ん

（
安
全
地
帯
）
の
楽
曲
提
供

に
よ
る
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
～
君
は
も
う
い
な

い
」
、
タ
イ
ト
ル
曲
で
、
Ｒ

ｙ
ｕ
さ
ん
が
作
詞
・
曲
を
手

が
け
た「
静
か
に
恋
を
し
て
」

な
ど
、
真
骨
頂
で
あ
る
「
癒

し
、
切
な
さ
」
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。

日
本
で
活
動
を
積
み
重
ね

て
き
た
Ｒ
ｙ
ｕ
さ
ん
の
、
こ

の
間
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
ア

ル
バ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

定
価
３
２
４
０
円
（
税
込

み
）。問
い
合
わ
せ
は（
０
３
・

５
４
１
１
・
８
４
５
２
）平
日

１４
～
１８
時
。
詳
細
は
Ｒ
ｙ
ｕ

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http

://
w

w
w

.ryufan.com

）。

緻
密
さ
に
感
嘆

李
貞
淑
さ
ん

黄
龍
佳
緑
展

刺
繍
を
絵
画
的
に
表
現
し

た
独
創
的
な
作
品
を
制
作
し

て
い
る
、
李
貞
淑
さ
ん
主
宰

の
青
軒
刺
繍
研
究
所
主
催

「
黄
龍
佳
緑
展
」
が
１１
日
ま

で
、
東
京
・
新
宿
区
の
韓
国

文
化
院
で
開
か
れ
た
。

同
研
究
所
は
、
韓
国
の
閨

房
（
キ
ュ
バ
ン
）
工
芸
の
一

つ
で
あ
る
伝
統
刺
繍
を
通
じ

て
、
韓
国
の
美
を
世
界
に
知

ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。
刺
繍
な
ど
の
伝
統
手

工
芸
品
は
、
朝
鮮
朝
時
代
に

最
も
盛
ん
だ
っ
た
。
女
性
た

ち
が
生
活
す
る
部
屋
の
「
閨

房
（
キ
ュ
バ
ン
）
」
で
作
ら

れ
た
こ
と
か
ら
閨
房
工
芸
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

展
示
は
「
仏
の
世
界
」「
王

と
臣
下
」
「
朝
鮮
王
朝
の
服

飾
」
「
宮
中
風
呂
敷
」
に
加

え
、
絵
画
か
と
錯
覚
す
る
ほ

ど
、
緻
密
な
刺
繍
を
施
し
た

作
品
は
、
ど
れ
も
目
を
引
く

も
の
ば
か
り
。

山
、
雲
、
鶴
、
鹿
、
不
老

草
な
ど
１０
種
の
物
象
を
描
い

た
「
十
長
生
屏
風
」
	
写
真

	
や
「
美
人
図
」
な
ど
の
緻

密
さ
に
、
観
覧
者
は
「
刺
繍

じ
ゃ
な
い
み
た
い
」
と
驚
い

て
い
た
。

韓
国
の
元
老
シ
ナ
リ
オ
作

家
、
金
志
軒
さ
ん
の
未
発
表

作
品
を
含
む
５
編
を
翻
訳
・

収
録
し
た
『
韓
日
対
訳
創
作

シ
ナ
リ
オ
選
集
』
が
こ
の
ほ

ど
、
韓
国
の
チ
ン
ム
ン
ダ
ン

出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

金
さ
ん
は
、
１
９
５
０
年

代
か
ら
韓
国
映
画
界
の
指
導

的
な
一
人
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
。
本
書
は
、
数
多
い
作

品
の
中
か
ら
、
自
身
で
選
ん

だ
６６
年
か
ら
８９
年
に
書
か
れ

た
５
作
を
１
冊
に
し
た
。

代
表
作
の
一
つ
で
あ
る

「
晩
秋
」
は
韓
国
で
何
度
も

リ
メ
イ
ク
さ
れ
た
名
作
。
日

本
で
は
１
９
７
２
年
に
「
約

束
」
（
斎
藤
耕
一
監
督
）
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
岸
恵
子
、

萩
原
健
一
出
演
で
リ
メ
イ
ク

さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
た
。

ほ
か
４
本
は
映
画
化
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

「
伽
耶
琴
―
冬
の
調
べ
―
」

は
韓
日
合
作
映
画
と
し
て
企

画
さ
れ
た
が
、
金
大
中
拉
致

事
件
に
よ
っ
て
お
蔵
入
り
に

な
っ
た
。
韓
国
戦
争
を
背
景

に
し
た
「
ド
リ
の
戦
争
」
と

東
学
農
民
運
動
を
背
景
に
し

た
「
１
８
９
４
年
―
民
草
の

歌
」
は
、
苦
悶
の
時
代
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
、
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
主
人
公
た
ち
の

人
生
が
描
か
れ
て
い
る
。
両

作
は
社
会
の
底
辺
を
生
き
る

人
た
ち
に
焦
点
を
当
て
た
。

人
間
と
は
何
か
、
い
か
に
生

き
る
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

定
価
２
５
０
０
円
（
送
料

含
む
）。「
映
画
芸
術
」
編
集

部
（
０
３
・
６
２
７
２
・
９

７
１
０
）、「
シ
ナ
リ
オ
」
編

集
部
（
０
３
・
３
５
８
５
・

６
４
５
０
）
。
各
社
２５
部
ず

つ
限
定
販
売
。

大
阪
韓
国
文
化
院
（
北
区

中
崎
）
は
、
「
コ
リ
ア
マ
ン

ス
２
０
１
４
」
の
一
環
と
し

て
「
Ｋ
―
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
１
４

Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
」
を
１１
月
９
日
か
ら

１６
日
ま
で
、
ナ
レ
ッ
ジ
シ
ア

タ
ー
（
北
区
）
と
シ
ネ
マ
―

ト
心
斎
橋
（
中
央
区
）
で
開

催
す
る
。
上
映
は
最
新
韓
国

映
画
の
６
本
。

「
パ
パ
ロ
ッ
テ
ィ
」
は
、

問
題
音
楽
教
師
と
天
才
ヤ
ク

ザ
声
楽
家
の
師
弟
が
、
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
を
目
指
す
物

語
。
第
２７
回
福
岡
ア
ジ
ア
映

画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
。
出
演
は
ハ
ン
・
ソ
ッ
キ

ュ
、
イ
・
ジ
ェ
フ
ン
ら
。

「
朝
鮮
美
女
三
銃
士
」は
、

剣
術
と
お
色
気
の
術
を
駆
使

す
る
３
人
の
美
女
が
繰
り
広

げ
る
時
代
劇
ア
ク
シ
ョ
ン
・

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。
出

演
は
ハ
・
ジ
ウ
ォ
ン
、
ガ
イ

ン
、
コ
・
チ
ャ
ン
ソ
ク
ら
。

こ
の
ほ
か「
か
く
れ
ん
ぼ
」

「
慶
州
」「
妖
し
い
彼
女
」「
ミ

ス
タ
ー
Ｇ
Ｏ
！
」
を
紹
介
す

る
。チ

ケ
ッ
ト
当
日
券
１
０
０

０
円
（
１
作
品
）
は
、
当
日

上
映
会
場
の
窓
口
で
の
み
販

売
（
ナ
レ
ッ
ジ
シ
ア
タ
ー
１０

時
か
ら
、
シ
ネ
マ
ー
ト
心
斎

橋
９
時
半
か
ら
）
。
前
売
り

券
９
０
０
円
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
、
同
心
斎
橋
で
発
売
。

問
い
合
わ
せ
は
同
心
斎
橋

（
０
６
・
６
２
８
２
・
０
８

１
５
）
、
同
院
（
０
６
・
６

２
９
２
・
８
７
６
７
）
。
詳

細
は
同
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

◆日韓交流音楽祭「海をわた
る笛の風」

２９日。北とぴあつつじホー
ル（東京・北区）。１９時開演。
料金２０００円。発売は北とぴあ
１階チケット売り場（窓口の
み１０～１９時）。

韓国と日本の横笛に焦点を
あて、それぞれの古典音楽や
創作曲を演奏することで、伝
統にそった将来の音楽像を発
信。横笛に加え、舞踊、歌、
和・洋楽器群などの共演も。

出演は朴炳五（テグム）、
趙寿玉（韓国舞踊）、西川浩
平（横笛）、藤間直三（日本
舞踊）ほか。

予約・問い合わせは西川
（０４５・５６７・７９４３）。

◆第９回渡来人まつり基調講
演会「渡来人の里・高麗郷１３
００年～過去・現在・未来～」

１１月９日。松本市中央公民

館（Ｍウイング文化センター）
６階ホール（長野）。参加費５００
円（前売り資料代）、７００円（当
日資料代）。

埼玉県日高市にある、高麗
神社の６０代宮司、高麗文康さ
んが、渡来文化の歴史と今に
ついて語る。

前売り券・問い合わせは信
州渡来人倶楽部・李（０９０・１６９１
・４４８５）。

◆講演会シリーズ「韓日交流
史」

１１月１９日。韓国文化院ハン
マダンホール（東京・新宿区）。
１９時開演。定員３００人。無料
（事前申し込み）。詳細は同
院ホームページ。１０日締切。

柳赫秀さん（横浜国立大学
大学院国際社会科学研究院教
授）が「今後の未来志向的な
韓日交流史を作るために―韓
日国交正常化５０周年を目前に
して」について語る。

問い合わせは同院（０３・３３５７
・５９７０）。

「
朝
鮮
美
女
三
銃
士
」
�
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峠
越
え
の
道
聞
慶
セ
ジ
ェ

趙
善
玉
さ
ん

餅
と
キ
ム
チ
名
人
に

つなぎ つながれ３０年

混成チームでユースカップ
を競う生徒たち（２０１３年）

ユカタ姿での在外公館派遣韓国
青年訪日団（２０１３年）

韓国民話語り部の金基英さんと
懇談する参加者（２０１４年）

関
係
下
支
え
を
自
負

青
少
年
相
互
訪
問
は
３
万
人
に

切
な
く
も
癒
さ
れ
て

Ｒ
ｙ
ｕ

さ
ん
が
記
念
ア
ル
バ
ム

人
間
考
え
る

珠
玉
の
シ
ナ
リ
オ

新刊紹介最新の６作品を上映
大阪韓国文化院

来月・Ｋ―シネマ週間

日日韓韓文文化化交交流流基基金金

歴歴
代代
初初
のの
ダダ
ブブ
ルル
受受
賞賞

寄

稿

日
韓
文
化
交
流

基
金
理
事
長

小
野
正
昭

（６）２０１４年１０月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７９１号
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